
丹
党
岩
田
氏
に
関
す
る
新
出
史
料

新

井

浩

文

根
ヶ
山

泰

史

は
じ
め
に

本
稿
は
、
埼
玉
県
立
文
書
館
と
埼
玉
県
教
育
局
市
町
村
支
援
部
生
涯
学
習
文
化

財
課
（
現
文
化
資
源
課
）
と
に
よ
る
合
同
調
査
を
実
施
し
た
、
福
井
県
小
浜
市
所

在
「
岩
田
家
文
書
」
に
関
す
る
史
料
紹
介
で
あ
る
。

調
査
に
至
る
経
緯
は
、
平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
六
月
、
本
史
料
群
の
所

蔵
者
か
ら
、
生
涯
学
習
文
化
財
課
が
御
所
蔵
史
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
を
受
け

た
こ
と
に
端
を
発
す
る
。
写
真
を
送
っ
て
い
た
だ
く
と
、
新
出
の
丹
党
岩
田
氏
系

図
や
岩
田
氏
関
係
の
中
世
文
書
の
写
本
、
埼
玉
県
が
所
有
す
る
県
指
定
有
形
文
化

財
「
安
保
文
書
」
三
七
通
の
写
本
な
ど
、
貴
重
な
史
料
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が

判
明
し
た
た
め
、
同
年
八
月
に
新
井
（
文
書
館
学
芸
主
幹
（
現
埼
玉
県
立
歴
史
と

民
俗
の
博
物
館
学
芸
主
幹
））・
根
ヶ
山
（
生
涯
学
習
文
化
財
課
主
任
（
現
同
館
学

芸
員
））両
名
に
よ
る
現
地
調
査
を
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

武
蔵
武
士
の
丹
党
岩
田
氏
は
、
「
丹
党
系
図⑴
」
に
見
え
る
行
房
系
の
最
有
力
氏

族
で
、
秩
父
郡
に
お
け
る
丹
党
全
体
の
中
で
も
、
中
村
氏
に
次
ぐ
勢
力
を
誇
る
武

士
団
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
、
中
村
氏
が
西
遷
等
に
よ
り
各
地
に
分
散
し

た
の
に
対
し
、
岩
田
氏
は
一
貫
し
て
武
蔵
国
を
中
心
に
活
動
し
、
後
に
中
村
氏
を

凌
ぐ
勢
力
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
る⑵
。

岩
田
氏
は
、
鎌
倉
時
代
に
は
御
家
人
と
し
て
の
活
動
が
知
ら
れ
る⑶
ほ
か
、
一
四

世
紀
初
め
頃
の
秩
父
神
社
社
殿
修
造
に
際
し
て
は
、
秩
父
郡
内
の
地
頭
層
等
と
連

合
し
、
社
領
の
惣
領
地
頭
で
あ
る
中
村
氏
に
反
抗
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

る⑷
。
南
北
朝
時
代
以
降
に
は
関
東
公
方
足
利
氏
の
下
で
の
活
動
も
知
ら
れ⑸
、
猪
俣

党
藤
田
氏
と
の
密
接
な
関
係
も
指
摘
さ
れ
て
い
る⑹
。
戦
国
時
代
に
は
、
北
条
氏
麾

下
で
の
活
動
が
知
ら
れ
て
い
る⑺
。
し
か
し
、
岩
田
氏
に
関
係
す
る
中
世
史
料
は
少

な
く
、
そ
の
事
跡
の
多
く
は
解
明
さ
れ
て
い
な
い⑻
。

さ
て
、
今
回
紹
介
す
る
史
料
群
を
伝
え
た
岩
田
家
に
は
、
丹
党
岩
田
氏
に
出
自

を
持
ち
、
鎌
倉
幕
府
の
御
家
人
で
あ
っ
た
と
い
う
家
伝
が
残
っ
て
い
る
。
当
家
は

太
平
洋
戦
争
の
頃
ま
で
は
東
京
の
品
川
に
居
住
し
て
い
た
が
、
空
襲
の
被
害
か
ら

逃
れ
る
た
め
、
親
類
の
暮
ら
す
小
浜
へ
疎
開
し
て
き
た
の
だ
と
い
う
。
そ
の
際
、

か
ろ
う
じ
て
持
ち
出
せ
た
の
が
本
史
料
群
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

本
史
料
群
の
全
体
像
に
つ
い
て
は
、
後
掲
【
表
一
】
の
目
録
を
参
照
さ
れ
た
い

が
、
書
状
が
一
点
も
な
く
、
家
関
係
の
史
料
が
大
半
を
占
め
て
い
る
の
が
特
徴
と

い
え
る
。
家
関
係
史
料
も
、
①
江
戸
時
代
に
作
成
さ
れ
た
系
図
・
家
譜
・
中
世
文

書
写
本
等
、
②
幕
末
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
作
成
さ
れ
た
由
緒
書
や
転
居
・
貫

属
替
等
に
関
係
す
る
史
料
に
大
別
さ
れ
る
。
①
は
、
丹
党
岩
田
氏
に
関
す
る
内
容

を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
右
の
家
伝
と
符
合
す
る
。
ま
た
、
家
譜
・
中
世
文
書
写
本

丹
党
岩
田
氏
に
関
す
る
新
出
史
料
（
新
井
・
根
ヶ
山
）

三



の
中
で
書
写
さ
れ
た
文
書
三
〇
通
（
重
複
分
を
除
く
と
一
九
通
）
に
は
、
新
出
文

書
が
一
六
通
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
先
述
し
た
「
安
保
文
書
」
の
写
本
が
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
も
特
筆
さ
れ
る
。

本
史
料
群
は
、
丹
党
岩
田
氏
に
関
す
る
ま
と
ま
っ
た
新
出
史
料
で
あ
り
、
そ
の

内
容
に
は
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
以
下
、
第
一
章
で
は
江
戸
時
代
の
家
関
係

史
料
に
つ
い
て
、
第
二
章
で
は
こ
れ
ら
に
収
録
さ
れ
た
岩
田
氏
関
係
の
新
出
中
世

文
書
に
つ
い
て
、
第
三
章
で
は
そ
の
他
の
史
料
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

（
根
ヶ
山
）

第
一
章

江
戸
時
代
の
岩
田
家
関
係
史
料

本
章
で
は
ま
ず
、
目
録
番
号
一
「
武
州
丹
党
岩
田
系
図
」（
以
下
「
小
浜
本
」

と
略
す
）
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

丹
党
岩
田
氏
に
関
す
る
系
図
と
し
て
は
、
小

鹿
野
町
指
定
有
形
文
化
財
「
岩
田
家
文
書
」
中

の
写
本
が
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る⑼
（
以
下
「
小

鹿
野
本
」
と
略
す
）。
そ
の
記
事
に
は
「
此
所

不
書
」「
此
所
ア
ラ
マ
シ
写
」
な
ど
、
書
写
を

省
略
、
あ
る
い
は
概
要
の
み
書
写
し
た
と
の
注

記
が
多
く
見
ら
れ
、
他
に
底
本
が
存
在
し
た
こ

と
が
分
か
る
。
井
上
幸
二
氏
は
、
こ
の
系
図
を

初
め
て
紹
介
し
、
秋
元
但
馬
守
家
臣
の
岩
田
彦

助
が
、
新
寄
居
村
（
現
寄
居
町
）
の
岩
田
家
に

伝
わ
る
系
譜
を
基
礎
と
し
て
編
ん
だ
も
の
、
と

位
置
づ
け
て
い
る⑽
。

ま
た
、
寄
居
町
の
岩
田
栄
蔵
家
に
も
「
丹
党
岩
田
系
図
」
が
伝
来
し
た
こ
と
が

知
ら
れ
て
お
り⑾
、
先
行
研
究
に
も
そ
の
内
容
に
つ
い
て
関
説
し
た
も
の
が
あ
る⑿
。

た
だ
し
、
そ
の
全
容
は
い
ま
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い⒀
。

本
稿
で
紹
介
す
る
小
浜
本
は
、
小
鹿
野
本
の
記
載
人
物
名
や
系
譜
関
係
と
は
異

同
が
み
ら
れ⒁
、一
方
で
記
事
の
内
容
は
よ
り
詳
細
で
あ
る
。
小
浜
本
に
記
載
さ
れ

た
人
物
名
の
一
覧
に
つ
い
て
は
【
表
二
】
と
し
て
後
掲
す
る
が
、
そ
の
数
は
延
べ

一
六
六
人
（
再
掲
分
を
除
く
と
一
六
二
人
）
に
上
る
。
系
譜
関
係
の
大
要
は
【
系

図
】
に
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
そ
の
冒
頭
部
分
は
、
丹
党
系
図
の
記
述
と
ほ
ぼ

一
致
し
て
お
り
、
こ
れ
に
岩
田
家
の
系
図
を
繋
い
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る⒂
。

小
浜
本
に
つ
い
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
筆
跡
が
複
数
種
類
確
認
さ
れ
る
こ
と
で

あ
る
。
【
表
二
】
に
よ
っ
て
例
示
す
る
と
、
少
な
く
と
も
①
№
８９
季
張
以
降
、
②

№
１３０
広
敦
女
子
（
兜
）
以
降
、
③
№
１３５
広
道
以
降
、
④
№
１６４
新
造
女
子
（
末
）
以

降
、
の
四
回
は
、
明
ら
か
に
運
筆
や
字
の
大
き
さ
、
行
間
の
広
さ
な
ど
が
変
化
し

て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
別
筆
と
み
ら
れ
る⒃
。
季
張
に
関
す
る
記
事
は
、
そ
の
死
去
を

含
む
全
体
が
同
一
の
筆
跡
で
あ
り
、
次
代
以
降
の
人
物
が
書
い
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

小
浜
本
に
よ
れ
ば
、
こ
の
岩
田
季
張（
の
ち
に
広
智
と
改
名
。
恒
足
軒
と
号
す
）

は
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
に
武
蔵
国
萱
刈
荘⒄
で
生
ま
れ
、
元
禄
十
五
年
（
一
七

〇
二
）
に
幕
府
へ
の
仕
官
を
志
し
て
江
戸
に
出
て
、
五
代
徳
川
綱
吉
か
ら
八
代
吉

宗
ま
で
の
歴
代
将
軍
に
仕
え
、
二
三
二
石
余
の
禄
を
与
え
ら
れ
た
。
後
、
享
保
八

年（
一
七
二
三
）に
そ
の
地
位
を
次
男
政
郷
に
譲
っ
て
隠
居
し
、
宝
暦
十
二
年（
一

七
六
二
）
に
没
し
た
と
さ
れ
る
。
墓
所
は
武
州
四
谷
浄
土
宗
大
宗
寺
と
あ
る
。
後

述
す
る
が
、
季
張
は
「
岩
田
家
系
録
」
の
著
者
で
も
あ
り
、
岩
田
家
の
系
譜
や
事

武州丹党岩田系図（小浜本）

四

文
書
館
紀
要
第
三
十
二
号
（
二
〇
一
九
・
三
）



跡
を
詳
し
く
考
証
し
た
人
物
で
あ
る
。
季
張
の
記
事
以
降
、
筆
跡
が
複
数
回
変
化

し
て
い
る
こ
と
も
勘
案
す
れ
ば
、
小
浜
本
は
、
当
初
季
張
の
代
に
編
纂
さ
れ
、
そ

の
後
当
家
で
明
治
時
代
ま
で
書
き
継
が
れ
た
も
の
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い

か
。な

お
、
こ
の
小
浜
本
に
よ
れ
ば
、
戦
国
時
代
、
岩
田
氏
は
初
め
上
杉
氏
に
属
し

て
い
た
こ
と
、
北
条
氏
の
武
蔵
国
進
出
に
伴
い
、
岩
田
一
族
内
に
一
時
上
杉
方
・

北
条
方
と
い
う
分
裂
が
生
じ
た
こ
と
、
丹
党
中
山
氏
か
ら
養
子
（
家
勝
の
次
男
家

清
）
を
取
っ
た
こ
と
、
江
戸
時
代
中
期
以
降
、
季
張
の
家
系
は
基
本
的
に
江
戸
へ

拠
点
を
移
し
幕
臣
と
な
っ
て
幕
末
を
迎
え
た
こ
と
、
江
戸
幕
府
滅
亡
に
伴
い
、
当

家
は
一
度
静
岡
へ
移
住
し
た
こ
と
、
な
ど
の
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
系
図

と
い
う
史
料
の
性
格
上
、
直
ち
に
全
て
が
史
実
と
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

本
史
料
は
現
在
確
認
し
う
る
最
も
詳
細
な
丹
党
岩
田
氏
系
図
と
い
え
、
高
い
学
術

的
価
値
を
有
し
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

次
に
、
目
録
番
号
二
「
岩
田
家
系
録
」
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

「
岩
田
家
系
録
」
に
つ
い
て
は
、
独
立
行
政
法
人
国
立
公
文
書
館
に
「
昌
平
坂

学
問
所
」
蔵
書
印
の
あ
る
写
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る⒅
。
こ
れ
と
今
回
紹
介
す
る
写

本
と
を
比
較
す
る
と
、
両
者
と
も
序
文（「
自
序
」）末
尾
に
「
岩
田
恒
足
軒
丹
治
比

広
智
／
朱
印
」
と
の
識
語
が
記
さ
れ
て
お
り
、
と
も
に
朱
印
は
押
さ
れ
て
い
な
い

た
め
原
典
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
内
容
に
つ
い
て
は
両
者
ほ
ぼ
同
一
で
あ
り
、

同
系
統
の
写
本
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
国
立
公
文
書
館
本
の
巻
末
に
は
、「
岩

田
伝
左
衛
門
所
蔵
」
と
し
て
、
（
天
正
十
年
）
十
一
月
二
十
二
日
付
北
条
氏
直
書

状
（
岩
田
玄
蕃
宛
）
の
写
本
が
追
記
さ
れ
て
い
る
点
が
異
な
る⒆
。

本
書
の
著
者
に
つ
い
て
は
、
序
文
末
尾
の
識
語
や
、
本
文
末
尾
が
享
保
七
年
に

お
け
る
季
張
の
娘
岩
の
死
去
で
終
わ
っ
て
い
る
こ
と
、
本
文
中
に
記
載
さ
れ
る
最

【
系
図
】
岩
田
氏
略
系
図
（
小
浜
本
を
基
に
本
稿
中
の
検
討
を
加
味
し
て
作
成
）

宣
化
天
皇

上
殖
葉
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幸
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家
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広
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広
敦

広
勤

広
道

惣
左
衛
門

健
吾

政
郷

広
勤

鎌
太
郎
（
正
則
）

新
造

治
之
助

新
造丹

党
岩
田
氏
に
関
す
る
新
出
史
料
（
新
井
・
根
ヶ
山
）

五



新
の
年
号
が
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
で
季
張
存
命
中
で
あ
る
こ
と
、
本
文
中
に

一
人
称
と
し
て「
広
智
」が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
岩
田
季
張（
広
智
）

と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
寛
保
二
年
以
降
、
季
張
没
年
と
さ
れ
る
宝
暦
十
二
年

ま
で
の
間
に
成
立
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
季
張
は
江
戸
へ
出

て
幕
府
に
仕
官
し
、
幕
臣
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
そ
う
し
た
活
動
を
通
じ

て
、
家
譜
を
編
纂
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
昌
平
坂
学
問
所
で
写
本

を
所
蔵
し
て
い
た
の
も
、
岩
田
家
の
幕
臣
化
と
無
関
係
と
は
思
わ
れ
な
い
。

本
書
は
、
大
き
く
分
け
て
①
岩
田
家
の
家
譜
、
②
中
世
文
書
写
本
と
い
う
二
部

構
成
と
な
っ
て
い
る
。
①
の
内
容
は
、
家
伝
の
武
具
に
関
す
る
伝
承
や
先
祖
の
事

跡
、
岩
田
氏
の
家
紋
や
出
自
に
関
す
る
考
察
、
丹
党
と
丹
生
社
の
由
来
や
秩
父
郡

薄
村
（
現
小
鹿
野
町
）
の
薬
師
尊
十
二
神
将
像⒇
、
秩
父
郡
岩
田
村
（
現
長
瀞
町
）、

鉢
形
城
下
の
屋
敷
や
萱
刈
荘
、
丹
党
中
山
氏
や
岩
田
氏
諸
家
の
こ
と
な
ど
多
岐
に

わ
た
る
。
②
で
は
、
中
世
文
書
一
四
通
が
書
写
さ
れ
て
お
り
、
一
覧
は
後
掲
【
表

三
】
の
と
お
り
で
あ
る
。
そ
の
内
一
一
通
に
つ
い
て
は
、
管
見
の
限
り
未
紹
介
の

文
書
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
個
々
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
章
で
検
討
す
る
。
中

山
氏
宛
の
文
書
が
含
ま
れ
て
い
る
の
は
、
中
山
家
清
が
岩
田
家
に
養
子
に
入
っ
た

こ
と
に
起
因
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

②
で
書
写
さ
れ
た
年
未
詳
二
月
二
十
六
日
付
北
条
家
朱
印
状（【
表
三
】
№
３
）

の
日
下
に
は
、
次
の
よ
う
な
識
語
が
み
ら
れ
る
。

此
御
朱
印
、
明
和
七
庚
寅
四
月
十
六
日
之
夜
、
武
州
鉢
形
雨
宮
賀
春
ニ
止
宿
之

処
、
賀
春
申
ス
ハ
、
此
鉢
形
町
ニ
北
条
家
之
御
書
付
物
所
持
之
者
一
人
も
無
之

由
、
十
六
日
夜
半
迄
拝
ニ
、
村
内
ゟ
参
候
我
等

御
朱
印
六
通
迄
所
持
、
此

方
名
も
無
之
御
書
故
、
賀
春
任
望
候
。

雨
宮
賀
春
は
、
小
浜
本
に
よ
れ
ば
、
広
雄
の
娘
規
乃
の
夫
と
な
っ
た
人
物
で
あ

る
。
右
の
識
語
は
、
筆
者
が
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
に
賀
春
宅
に
止
宿
し
た
際
、

彼
に
請
わ
れ
て
こ
の
朱
印
状
の
原
本
を
譲
渡
し
た
、
と
解
釈
で
き
よ
う21
。
先
に
本

書
成
立
年
代
の
下
限
と
推
定
し
た
宝
暦
十
二
年
よ
り
も
後
の
年
紀
が
記
さ
れ
て
い

る
た
め
、
②
の
中
世
文
書
写
本
は
明
和
七
年
以
降
に
成
立
し
た
可
能
性
も
考
え
ら

れ
る
が
、
こ
の
識
語
の
み
が
同
年
以
降
の
追
筆
で
あ
っ
た
等
の
可
能
性
も
否
定
で

き
ず
、
確
定
で
き
な
い
。
今
は
、
②
の
少
な
く
と
も
一
部
は
季
張
死
後
の
成
立
で

あ
る
こ
と
の
み
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

な
お
、
表
紙
の
紙
背
に
は
岩
田
氏
系
図
の
断
簡
が
み
ら
れ
、
前
表
紙
に
は
吉
次

か
ら
吉
重
ま
で
、
後
表
紙
に
は
広
雄
女
子
（
千
加
、
敬
）
か
ら
広
敦
ま
で
の
記
事

が
含
ま
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
現
在
の
表
紙
は
広
敦
〔
享
保
三
年
生
、
安
永
二
年

（
一
七
七
三
）
没
〕
以
降
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
後
述
す
る
「
岩
田
氏

伝
来
文
書
」
の
表
紙
と
料
紙
・
題
簽
等
の
仕
様
が
同
一
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
は
同

時
期
に
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う22
。

最
後
に
、
目
録
番
号
三
「
岩
田
氏
伝
来
文
書
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

本
書
に
は
中
世
文
書
が
一
六
通
書
写
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
一
一
通
は
「
岩

田
家
系
録
」
と
重
複
す
る
。
一
覧
は
【
表
三
】
の
と
お
り
で
あ
る
。
そ
の
内
容
の

紹
介
に
つ
い
て
は
次
章
に
譲
り
、
本
章
で
は
書
誌
的
な
部
分
を
検
討
す
る
。

「
岩
田
氏
伝
来
文
書
」
の
内
容
は
、
大
き
く
分
け
て
①
中
世
文
書
写
本
及
び
家

伝
武
具
の
極
書
写
本
、
②
「
飯
田
氏
家
図
并
由
緒
書
写
」
と
い
う
二
部
構
成
と
な

っ
て
い
る
。
本
紙
第
一
紙
裏
に
「
明
和
四
年
亥
首
夏
写
」
と
あ
り
、
ま
た
②
の
冒

頭
に
も
「
明
和
四
癸
亥
春
写
」
と
あ
る
た
め
、
本
書
は
全
体
と
し
て
明
和
四
年
に

書
写
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

②
は
、
豊
前
国
を
本
国
と
す
る
清
原
姓
飯
田
氏
の
系
図
及
び
由
緒
書
で
あ
る
。

飯
田
氏
の
系
図
等
が
書
写
さ
れ
て
い
る
の
は
、
細
川
備
後
守
家
臣
飯
田
品
久
の
娘
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が
岩
田
広
敦
の
妻
と
な
り
、
次
代
の
広
勤
（
広
敦
実
弟
）
の
養
母
と
な
っ
た
こ
と

が
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
①
中
世
文
書
写
本
の
末
尾
に
は
、
次
の
よ
う
な
書
写
奥
書
が
あ
る
。

右
、
岩
田
先
祖
ヨ
リ
文
書
者
、
本
家
有
リ
。
覚
ニ
写
置
候
。
尤
、
此
外
数
通
之

古
書
等
有
之
候
へ
と
も
、
こ
と
〳
〵
く
写
兼
、
荒
増
見
聞
候
分
留
置
。

明
和
元
年
申

こ
れ
は
、
中
世
文
書
写
本
の
全
体

に
関
す
る
奥
書
と
み
ら
れ
、「
本
家
」

に
所
在
し
た
岩
田
氏
伝
来
の
文
書
の

あ
ら
ま
し
を
明
和
元
年
に
書
写
し
た

と
記
さ
れ
て
い
る23
。
小
浜
本
に
よ
れ

ば
、
広
勤
は
明
和
二
年
に
御
徒
衆24
と

な
っ
て
お
り
、
広
敦
は
そ
の
八
年
後

の
安
永
二
年
に
五
六
歳
で
死
去
し
て

い
る
。
①
の
底
本
は
、
広
勤
が
広
敦

の
養
子
と
な
っ
て
家
督
を
継
ぐ
に
あ
た
り
、
両
者
の
い
ず
れ
か
が
岩
田
氏
伝
来
の

文
書
を
書
写
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
を
、
三
年
後
の
明

和
四
年
に
再
度
写
し
、
飯
田
氏
の
系
図
等
と
合
綴
し
た
も
の
が
本
書
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
本
章
で
は
、
「
岩
田
家
文
書
」
に
含
ま
れ
る
江
戸
時
代
の
岩
田
家
関
係

史
料
を
紹
介
し
た
。
次
章
で
は
、
「
岩
田
家
系
録
」「
岩
田
氏
伝
来
文
書
」
に
収

録
さ
れ
た
新
出
中
世
文
書
に
つ
い
て
紹
介
を
行
う
。
（
根
ヶ
山
）

第
二
章

岩
田
氏
関
係
の
新
出
中
世
文
書

本
章
で
は
、
【
表
三
】「
岩
田
家
系
録
」「
岩
田
氏
伝
来
文
書
」
所
収
の
中
世
文

書
一
九
点
の
う
ち
、
新
出
文
書
一
六
点
に
つ
い
て
、
【
表
三
】
の
番
号
順
に
紹
介

を
行
う
。
な
お
、
「
岩
田
家
系
録
」
と
「
岩
田
氏
伝
来
文
書
」
で
は
同
文
書
で
あ

っ
て
も
誤
写
と
判
断
さ
れ
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
国
立
公
文
書
館
本
「
岩
田
家
系

録
」
と
の
校
訂
を
行
い
、
欠
落
部
分
に
つ
い
て
は
〔

〕
で
補
っ
た
。

【
№
１
】（
永
禄
十
一
年
）
極
月
三
日

北
条
氏
政
書
状
写

今
三
日
信
玄
豆
州
口
へ
可
出
張
由
、
自
境
目
」
告
来
候
、
至
于
実
儀
者
、
重

而
早
打
を
可
遣
間
、」
各
可
打
立
有
支
度
、
今
一
左
右
を
可
被
伝
候
、」
人

衆
無
遅
候
様
ニ
堅
申
付
、
今
一
注
進
を
可
被
」
伝
候
、
恐
〻
謹
言

（
永
禄
十
一
年
）

極
月
三
日
（
北
条
）

氏
政
（
花
押
影
）

岩
田
孫
二
郎
殿

富
永
新
三
郎
殿

太
田
越
前
守
殿

（
解
説
）
永
禄
十
一
年
（
一
五
六
八
）
十
二
月
六
日
、
武
田
信
玄
は
突
如
と
し
て

今
川
氏
真
と
断
交
し
て
駿
河
国
に
侵
攻
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
甲
・
相
・
駿
の
三

国
同
盟
が
崩
壊
、
翌
年
北
条
領
国
へ
の
侵
攻
が
始
ま
る
。
本
書
状
は
そ
の
動
き
に

際
し
て
北
条
氏
政
か
ら
出
さ
れ
た
も
の
か
。
富
永
・
太
田
両
氏
は
北
条
氏
の
江
戸

衆
に
属
し
た
武
将
。
当
時
、
岩
田
氏
が
江
戸
衆
に
属
し
て
い
た
記
録
は
な
い
の
で
、

岩田氏伝来文書

丹
党
岩
田
氏
に
関
す
る
新
出
史
料
（
新
井
・
根
ヶ
山
）

七



（
印
影
「
禄
寿
応
穏
」）

両
者
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
。

【
№
２
】
天
正
十
六
年
三
月

北
条
家
朱
印
状
写

定

一

軍
勢
味
方
の
地
に
を
い
て
乱
妨
狼
藉
」
の
輩
、
一
銭
伐
た
る
へ
き
事
、

一

陣
所
に
を
い
て
火
を
出
す
（
輩
）

や
か
ら
あ
ら
ハ
、」
（
搦
）

か
ら
め
と
り
出
す
へ
し
、

自
然
（
逐
電
）

ち
く
て
ん
」
せ
し
め
は
其
主
人
罪
科
た
る
へ
き
事
、

一

（
糠
藁
）

ぬ
か
わ
ら
・
薪
・
つ
く
し
以
下
、
亭
主
に
あ
ひ
」
こ
と
ハ
り
可
取
之
事
、

右
條
〻
若
令
違
犯
者
、
忽
可
被
処
厳
」
科
之
旨
、
被
仰
出
候
也
、

天
正
〔
八
〕

十
六
年
三
月

（
印
影
「
禄
寿
応
穏
」）

（
解
説
）
宛
所
を
欠
く
が
、
天
正
十
六
年
（
一
五
八
八
）
三
月
に
北
条
家
か
ら
出

さ
れ
た
禁
制
で
あ
る
。
味
方
の
地
に
て
罪
科
を
犯
し
た
者
に
対
し
て
「
一
銭
伐
」

＝

斬
罪
の
重
罪
が
課
さ
れ
て
い
る
等
の
内
容
か
ら
、
天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）

の
小
田
原
攻
め
に
関
す
る
掟
書
か
。
豊
臣
軍
と
の
決
戦
を
目
前
に
し
た
緊
迫
感
が

窺
え
る
。【

№
３
】
年
未
詳
二
月
二
十
六
日

北
条
家
朱
印
状
写

来
月
可
為
出
馬
間
、
（
火
急
）

く
わ
き
う
可
致
支
度
、」乍
毎
度
之
儀
、
厳
密
ニ
可
致

之
、
兼
而
之
」
雖
法
度
候
、
猶
被
仰
出
候
、
鑓
・
小
旗
持
之
外
者
」
悉
可

致
指
物
、
（
切
）

き
れ
（
小
旗
）

こ
は
た
、
古
小
旗
相
止
、」
結
構
可
致
之
、
又
鑓
二
間
之

中
よ
り
短
ふ
」
可
為
持
改
可
申
付
、
朱
し
て
悉
新
可
」
致
之
、
鑓
之
箔（
剥
）

は

け
た
る
を
は
可
推
直
」、
此
筋
目
雖
不
及
申
出
候
、
猶
自
然
為
油
」
断
候
、

若
掟
忽
諸
ニ
付
而
者
、
可
処
厳
」
科
者
也
、
〔
仍
如
件
、〕

虎
御
朱
印
二
月
廿
六
日
（
印
影
「
禄
寿
応
穏
」）

此
御
朱
印
、
明
和
七
庚
寅

」四
月
十
六
日
之
夜
、
武
州
」
鉢
形
雨
宮
嘉
春
ニ

止
宿
之

処
、
嘉
春
申
ス
ハ

、
此
鉢
形
町
ニ

北
条
家
之
御
書
付
物
所
持
之
者
一
人
も
」
無
之

由
、」

十
六
日
夜
半
迄
拝
ニ

、
村
内
ゟ
参
候
我
等

御
朱
印
」
六
通
迄
所
持
、
此
方
名

も
無
之
御
書
故
、
嘉
任
望
候
、

（
解
説
）
宛
所
を
欠
く
が
、
北
条
家
が
出
陣
に
際
し
て
、
改
め
て
装
備
の
具
体
的

な
内
容
を
申
し
付
け
た
も
の
で
あ
る
。
元
亀
三
年
（
一
五
七
二
）
の
北
条
氏
康
か

ら
氏
政
へ
の
代
替
わ
り
に
際
し
て
実
施
さ
れ
た
「
着
到
改
」
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
以
降
に
再
度
確
認
の
た
め
に
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
本
文
書
の

後
半
部
分
に
追
記
さ
れ
た
来
歴
に
つ
い
て
は
本
稿
第
一
章
解
説
部
分
参
照
。

【
№
４
】
天
正
十
一
年
九
月
九
日

北
条
家
朱
印
状
写

武
州
榛
沢
郡（
深
谷
市
）

榛
沢
村
・
（
同
上
）

原
宿
村
、」
横
地
備
前
跡
八
幡
社
前
南
方
」
観

音
石
沼
・
中
沢
分
、
谷
川
村
円
通
」寺
領
時
斎
料
村
、
右
之
所
、
彦
次
郎
」

遺
跡
無
相
違
宛
行
者
也
、

天
正
十
一（
癸
未
ヵ
）

壬
午
年

九
月
九
日

岩
田
（
家
清
）

右
京
殿

（
解
説
）
天
正
十
一
年
（
一
五
八
三
）
九
月
九
日
付
け
で
北
条
氏
直
が
岩
田
右
京

（
家
清
）
に
対
し
て
榛
沢
郡
内
の
横
地
備
前
の
旧
領
を
は
じ
め
と
す
る
五
ヶ
村
を

岩
田
彦
次
郎
（
吉
次
）
の
遺
跡
と
認
め
、
こ
れ
を
右
京
に
与
え
た
内
容
で
あ
る
。
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当
時
、
北
条
氏
は
徳
川
氏
と
の
同
盟
締
結
を
八
月
に
結
び
、
九
月
か
ら

橋
城（
群

馬
県
前
橋
市
）
攻
撃
を
再
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り25
、
岩
田
氏
へ
の
遺
領
安
堵

は
そ
の
報
償
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

【
№
６
】
年
未
詳
十
二
月
二
十
八
日

某
書
状
写

兼
而
申
定
候
着
到
一
騎
一
人
、
無
不
足
」
来
正
月
十
五
日
、
当
地
へ
可
被

打
着
候
、」
恐
〻
謹
言
、

十
二
月
廿
八
日

岩
田
（
幸
清
）

河
内
守
殿

（
解
説
）
差
出
人
は
不
明
だ
が
、
宛
所
が
【
№
８
】
と
同
じ
岩
田
河
内
守
（
幸
清
）

な
の
で
、
北
条
氏
直
か
。
内
容
は
、
以
前
か
ら
命
じ
て
い
た
着
到
の
馬
上
一
騎
一

人
が
不
足
し
て
い
る
の
で
、
正
月
十
五
日
ま
で
に
現
地
へ
馳
せ
参
じ
る
よ
う
伝
え

た
も
の
で
あ
る
。

【
№
７
】
年
未
詳
五
月
十
四
日

北
条
家
朱
印
状
写

去
月
廿
八
日（
高
崎
市
）

倉
賀
野
・（
本
庄
市
）

都
嶋
衆
取
合
」
之
刻
、
味
方
及
敗
軍
所
、
中
山
」

助
七
郎
為
加
勢
罷
出
味
方
得
勝
」
利
、
殊
敵
弐
人
討
捕
事
、
可
勝
計
者

也
、」
此
旨（
北
条
氏
邦
）

安
房
守
注
進
候
、
弥
可
励
軍
功
也
、

五
月
十
四
日

（
印
影
「
禄
寿
応
穏
」）〕※
「
岩
田
家
伝
来
文
書
」
に
よ
る

中
山
助
七
郎
殿

（
解
説
）「
岩
田
家
系
録
」
に
は
朱
印
影
が
見
ら
れ
な
い
が
、
「
岩
田
家
伝
来
文

書
」
に
朱
印
影
が
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
北
条
家
朱
印
状
写
と
し
た
。
内
容

か
ら
、
中
山
助
七
郎
の
倉
賀
野
に
お
け
る
武
田
氏
の
倉
賀
野
衆
と
北
条
方
の
都
嶋

衆
と
の
合
戦
に
お
け
る
戦
功
を
賞
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
ほ
ぼ
同
内
容
の
文

書
が
天
正
七
年
正
月
四
日
付
で
北
条
氏
政
か
ら
吉
田
和
泉
守
に
出
さ
れ
て
い
る
の

が
確
認
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
同
年
の
も
の
か
。（『
新
編
埼
玉
県
史

資
料
編
６
中

世
２
』
九
七
三
参
照
）

【
№
８
】（
天
正
十
八
年
）
正
月
二
十
八
日

北
条
氏
直
感
状
写

去
廿
四
日
於
足
利
表
、」
敵
三
人
討
捕
候
、
高
」
名
之
至
神
妙
候
、
弥
」

可
走
廻
候
也
、

（
天
正
十
八
年
）

正
月

廿
八
日

（
北
条
氏
直
花
押
影
）

岩
田
（
幸
清
）

河
内
守
殿

※
原
本
折
紙
ヵ
。
『
新
編
埼
玉
県
史

資
料
編
６
中
世
２
』
一
五
〇
二
参
照

（
解
説
）
北
条
氏
直
が
、
足
利
表
（
栃
木
県
足
利
市
）
に
お
け
る
岩
田
河
内
守
幸

清
の
戦
功
を
賞
し
た
感
状
で
あ
る
。
同
日
付
け
の
文
書
が
、
複
数
残
さ
れ
て
い
る26

こ
と
か
ら
天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
に
比
定
さ
れ
、
原
本
は
他
の
同
日
文
書
と

同
様
に
折
紙
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

【
№
９
】
年
未
詳
四
月
十
六
日

北
条
氏
直
感
状
写

昨
日
之
働
、
天
晴
神
妙
候
、

四
月
十
六
日

（
北
条
氏
直
花
押
影
）

岩
田
（
幸
清
）

河
内
守
殿

丹
党
岩
田
氏
に
関
す
る
新
出
史
料
（
新
井
・
根
ヶ
山
）

九



（
解
説
）
年
未
詳
だ
が
、
本
文
書
も
前
号
文
書
と
同
じ
く
、
氏
直
の
花
押
が
据
え

ら
れ
た
岩
田
河
内
守
幸
清
宛
て
の
感
状
で
あ
る
。

【
№
１０
】（
元
亀
元
年
）
八
月
十
日

北
条
氏
規
書
状
写

急
度
注
進
申
上
候
、
今
日
者
敵
未
明
ニ
」
当
城
へ
取
懸
申
候
、
（
刈
）

か
つ
田

も
不
致
候
、
町
場
・
和
田
嶋
」
両
口
へ
取
寄
申
候
キ
、
町
場
を
致
払
候
、

我
々
自
身
」
懸
合
申
、
江
川
（
橋
）
は
し
前
よ
り
押
返
申
候
、
酒
口
ハ
」（
康
定
）
山
角
物

主
ニ
御
座
候
、（
政
信
）
大
藤
涯
分
走
廻
候
、
然
者
和
田
嶋
ハ
」
（
武
田
勝
頼
）

伊
奈
四
郎
・
小

（
信
茂
）
山
田
・
武
田
左（
信
豊
）
馬
助
、
此
衆
物
主
両
度
」
翌
日
、
和
田
嶋
致
可
払
由
候
キ

涯
分
及
防
戦
押
返
、」
今
日
者
為
焼
不
申
候
、
定
而
明
日
者
惣
手
を
以
」

可
致
候
由
存
候
、
先
合
指
引
可
申
付
候
、
乍
去
御
心
安
」
可
被
思
召
候
、

随
之
、
今
午
尾
・
遠
山
（
康
秀
）

新
四
郎
か
せ
者
」
敵
へ
走
入
申
候
、
其
後（
武
田
）
信
玄

（
旗
本
衆
）

は
た
も
と
し
ゆ
十
八
町
へ
」
鑓
を
取
候
而
段
ニ々
被
帰
候
間
、
十
八
町
へ
て

（
鉄
砲
）

つ
ほ
う
を
重
堅
固
」申
付
候
、
只
今
申
被
引
退
候
、
惣
手
之
人
数
入
申
、」

先
日
も
申
上
候
、
（
鉄
砲
）

て
つ
ほ
う
不
足
ニ
御
座
候
（
話
）
は
な
し
て
ハ
」
御
座
候
間
、

筒
ハ
か
り
借
可
被
下
候
、
筒
十
八
町
之
も
や
く
、」
何
共
迷
惑
奉
存
候
有

様
ニ
申
上
候
旨
、
可
預
御
披
露
候
、」
恐
惶
謹
言
、

（
元
亀
元
年
）

八
月
十
日

助
五
郎（

北
条
）
氏
規

岩
田
弥
三
殿

（
解
説
）
元
亀
元
年
（
一
五
七
〇
）
八
月
の
北
条
・
武
田
両
軍
に
よ
る
伊
豆
国
韮

山
城
（
静
岡
県
伊
豆
の
国
市
）
に
お
け
る
合
戦
の
模
様
を
北
条
氏
規
が
、
岩
田
弥

三
に
対
し
て
伝
え
た
文
書
で
あ
る
。
同
様
の
八
月
十
二
日
付
け
山
角
康
定
か
ら
北

条
高
広
宛
て
の
文
書
が
「
尊
経
閣
文
書
」
に
見
え
る27
が
、
本
文
書
は
、
氏
忠
と
と

も
に
当
時
、
韮
山
城
将
で
あ
っ
た
氏
規
に
よ
る
も
の
な
の
で
戦
況
が
詳
細
に
報
告

さ
れ
て
い
る
。
武
田
勢
は
本
文
書
の
前
日
九
日
に
韮
山
城
か
ら
一
里
ほ
ど
に
あ
る

町
庭
（
場
）
に
陣
取
っ
て
い
た
こ
と
が
前
出
の
山
角
康
定
書
状
か
ら
知
ら
れ
る
。

こ
の
日
、
武
田
勢
は
、
刈
田
も
行
わ
ず
に
、
町
場
口
・
和
田
嶋
口
か
ら
韮
山
城
下

へ
攻
め
寄
せ
、
両
所
で
激
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
こ
と
、
そ
の
後
、
信
玄
が
十
八

町
へ
兵
を
引
い
た
こ
と
等
が
わ
か
る
。
な
お
、
北
条
勢
の
鉄
砲
が
不
足
し
て
い
る

様
子
も
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
旨
を
披
露
す
る
よ
う
伝
え
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、

岩
田
弥
三
に
つ
い
て
は
、
岩
田
氏
の
系
譜
か
ら
実
名
は
不
明
だ
が
、
こ
れ
ま
で
の

立
場
か
ら
氏
邦
の
家
臣
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
氏
邦
は
当
時
、
鉢
形
在
城
中
で

あ
り
、
越
相
同
盟
の
上
杉
方
の
使
者
で
あ
る
大
石
芳
綱
と
小
田
原
城
で
会
見
す
る

予
定
で
あ
っ
た
が
、
信
玄
の
伊
豆
侵
攻
後
の
武
蔵
侵
攻
に
備
え
、
鉢
形
城
に
足
止

め
さ
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
、
同
年
八
月
十
三
日
付
け
大
石
芳
綱
か
ら
山
吉
豊
守

宛
て
の
書
状28
か
ら
窺
え
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
岩
田
弥
三
は
、
氏
邦
へ
戦

況
を
伝
え
る
奏
者
を
務
め
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

【
№
１１
】
年
未
詳
正
月
二
十
一
日

北
条
氏
邦
書
状
写

い
よ
〳
〵
昨
夜
其
地
へ
参
着
と
存
候
、」
三
峯
山
中
之
否
実
説
に
て
候

ハ
ゝ
」
早
〻
小
田
原
へ
注
進
可
被
申
候
、
油
断
」
有
間
敷
候
、
仍
態
申
入

候
、
謹
言
、正

月
廿
一
日

（
北
条
）
氏
邦
（
花
押
影
）

岩
田
（
家
清
）

玄
蕃
頭
殿
へ

（
解
説
）
北
条
氏
邦
が
岩
田
玄
蕃
頭
（
家
清
）
の
現
地
到
着
と
三
峯
山
内
の
動
向

一
〇

文
書
館
紀
要
第
三
十
二
号
（
二
〇
一
九
・
三
）



に
つ
い
て
小
田
原
へ
報
告
す
る
よ
う
命
じ
て
い
る
。
年
未
詳
だ
が
、
永
禄
十
二
年

〜
元
亀
三
年
に
か
け
て
武
田
勢
が
度
々
鉢
形
領
に
侵
攻
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
関

係
で
出
さ
れ
た
文
書
で
あ
ろ
う
。

【
№
１２
】
元
亀
三
年
十
二
月
十
一
日

北
条
氏
邦
宛
行
状
写

富
永
松
寿
軒
跡
相
続
知
行
高
」
秩
父
郡（
小
鹿
野
町
）

薄
庄
・（
長
瀞
町
）

白
鳥
庄
内
合
五
百
貫
文
」

（
宛
カ
）
当
行
候
、
猶
奉
公
可
為
肝
要
者
也
、

元
亀
三
年
壬
申

十
二
月
十
一
日

（
北
条
）
氏
邦
（
花
押
影
）

岩
田（
邦
清
）
千
勝
と
の
へ

（
解
説
）
元
亀
三
年
（
一
五
七
二
）
十
二
月
十
一
日
に
、
富
永
松
寿
軒
か
ら
相
続

し
た
遺
領
と
本
領
の
秩
父
郡
薄
庄
（
秩
父
郡
小
鹿
野
町
）
・
白
鳥
庄
（
秩
父
郡
長

瀞
町
）
合
わ
せ
て
五
百
貫
文
を
北
条
氏
邦
が
岩
田
千
勝
（
邦
清
）
に
与
え
た
文
書
。

富
永
氏
は
【
№
１
】
文
書
の
富
永
新
三
郎
の
一
族
か
。

【
№
１５
】
年
未
詳
三
月
二
十
七
日

上
杉
顕
定
書
状
写

於
陣
中
度
〻
申
届
候
分
、
不
被
及
参
陣
」
候
間
、
雖
催
促
無
益
候
、

為
以
後
一
篇
宜
候
間
、」
不
残
時
、
可
有
着
陣
否
速
被
申
越
、

可
得
」
其
意
候
、
恐
〻
謹
言
、

三
月廿

七
日

（
上
杉
）
顕
定
（
花
押
影
）

岩
田
河
内
殿

（
解
説
）
本
号
以
下
四
点
の
文
書
は
、
い
ず
れ
も
「
岩
田
氏
伝
来
文
書
」
に
の
み

所
収
さ
れ
て
い
る
文
書
で
、
時
代
も
享
徳
の
乱
時
代
の
も
の
で
あ
る
。
本
文
書
は
、

関
東
管
領
上
杉
顕
定
が
岩
田
河
内
に
宛
て
た
書
状
で
、
参
陣
要
請
に
応
じ
な
い
岩

田
河
内
に
対
し
て
最
後
通
牒
の
催
促
を
告
げ
た
内
容
。
着
陣
し
た
場
合
は
申
し
出

る
よ
う
伝
え
て
い
る
。

【
№
１６
】
年
未
詳
十
二
月
二
十
九
日

朝
村
書
状
写

根
小
屋
ニ
お
ゐ
て
奉
公
神
妙
候
、
い
よ
〳
〵
」
ふ（
無
沙
汰
）

さ
た
な
く
候
て
、
可

為
大
悦
候
、
謹
言
、

十
二
月
廿
九
日

朝
村
（
花
押
影
）

中
山
左
近
将
監
殿

（
解
説
）
差
出
人
の
朝
村
に
つ
い
て
は
不
詳
。
内
容
は
中
山
左
近
将
監
の
根
小
屋

に
お
け
る
働
き
を
賞
し
た
も
の
。
宛
所
か
ら
【
№
７
】
文
書
と
同
様
に
、
中
山
家

に
伝
来
し
た
文
書
で
あ
ろ
う
。
中
山
左
近
将
監
は
、
前
出
の
中
山
助
七
郎
の
先
祖

か
。

丹
党
岩
田
氏
に
関
す
る
新
出
史
料
（
新
井
・
根
ヶ
山
）

一
一



【№１９】某感状写

【
№
１７
】
年
未
詳
四
月
九
日

足
利
成
氏
書
状
写

「
猪
鼻
村
百（
マ
ヽ
）
性
写
之
由
に
て
持
参
」

一
昨
日
於
武
州
岡
部
合
戦
、
碎
手
被
励
」
軍
功
候
、
殊
一
族
・（
マ
ヽ
）
披
官
或
死

傷
之
由
、
無
比
類
」
戦
功
候
段
者
、
追
而
可
被
成
御
感
悦
候
、
仍
一
両
日

者
、」
在
本
陣
可
被
致
調
儀
候
、
以
使
節
巨
細
」
可
被
仰
出
候
、
恐
〻
謹
言
、

四
月
九
日
（
足
利
）

成
氏
判

岩
田
太
郎
殿

（
解
説
）
古
河
公
方
足
利
成
氏
が
、
武
州
岡
部
で
の
合
戦
に
お
け
る
岩
田
太
郎
の

戦
功
を
賞
し
た
文
書
。
岩
田
家
の
一
族
か
ら
戦
死
者
が
出
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
冒
頭
の
注
記
か
ら
、
猪
鼻
村
（
秩
父
市
猪
鼻
）
の
百
姓
が
持
参
し
た
写
本
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
岡
部
原
合
戦
が
行
わ
れ
た
の
は
康
正
二
年
（
一
四

五
六
）
九
月
十
七
日
で
あ
り
、
本
文
書
の
日
付
と
は
異
な
る29
。

【
№
１８
】（
享
徳
四
年
）
四
月
六
日

足
利
成
氏
書
状
写

昨
日
五
、
諸
勢
小
栗
江
取
懸
陣
改
時
」
外
城
攻
落
之
由
、
今
日
早
速
注
進

候
、
実
」
城
も
幾
程
不
可
有
之
由
、
一
党
之
衆
中
」
軍
功
各
蒙
疵
之

儀
、
猶
只
今
注
進
候
、
恐
〻
謹
言

（
享
徳
四
年
）

四
月
六
日

（
足
利
）
成
氏
判

岩
田
太
郎
殿

（
解
説
）
前
号
文
書
と
同
じ
岩
田
太
郎
宛
の
足
利
成
氏
感
状
写
で
あ
る
。
本
文
書

と
ほ
ぼ
同
文
の
岩
松
右
京
大
夫
宛
の
足
利
成
氏
書
状
写
が
「
正
木
文
書
」
に
存
在

す
る30
こ
と
か
ら
、
本
文
書
は
享
徳
四
年
（
一
四
五
五
）
に
比
定
さ
れ
る
。
こ
の
年

の
四
月
五
日
、
享
徳
の
乱
で
幕
府
方
と
し
て
出
陣
し
た
小
栗
氏
は
、
上
杉
持
朝
と

と
も
に
小
栗
城
（
茨
木
県
筑
西
市
）
に
籠
城
し
、
足
利
軍
に
攻
撃
さ
れ
落
城
し
て

い
る
。
本
文
書
は
、
こ
の
戦
い
に
足
利
軍
と
し
て
参
陣
し
外
城
を
攻
め
落
と
す
な

ど
の
戦
功
を
あ
げ
た
岩
田
太
郎
を
成
氏
が
賞
し
た
も
の
で
あ
る
。

【
№
１９
】（
年
未
詳
）
三
月
二
十
四
日

某
感
状
写

此
度
於
総
（
佐
倉
市
）州（
臼
）旧井
之
地
動
、」
神
妙
候
也

三
月
廿
四
日

（
花
押
影
）

中
山
右
京
亮
と
の
へ

（
解
説
）本
文
書
も
中
山
氏
伝
来
文
書
。
内
容
は
、
総
州
臼
井（
千
葉
県
佐
倉
市
）

に
お
け
る
中
山
氏
の
戦
功
を
賞
し
た
も
の
。
な
お
、
享
徳
の
乱
以
降
に
お
け
る
臼

井
周
辺
の
動
向
と
し
て
は
、
文
明
十
年
（
一
四
七
九
）
十
二
月
〜
翌
年
七
月
の
境

根
原
合
戦
後
の
千
葉
孝
胤
に
よ
る
臼
井
城
籠
城
戦
が
知
ら
れ
る
。（『
鎌
倉
大
草

紙
』）（
新
井
）

一
二

文
書
館
紀
要
第
三
十
二
号
（
二
〇
一
九
・
三
）



第
三
章

そ
の
他
の
史
料

本
章
で
は
、
「
岩
田
家
文
書
」
に
含
ま
れ
る
そ
の
他
の
主
な
史
料
に
つ
い
て
、

紙
幅
の
許
す
限
り
紹
介
し
た
い
。

ま
ず
、
目
録
番
号
五
「
感
状
判
物
之
写
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

先
述
し
た
と
お
り
、
本
書
は
埼
玉
県
立
文
書
館
現
蔵「
安
保
文
書
」三
七
通（
以

下
「
埼
玉
本
」
と
略
す
）
の
写
本
で
あ
る
。
こ
の
埼
玉
本
に
つ
い
て
は
、
宝
永
年

間
（
一
七
〇
四
〜
一
一
）
の
段
階
で
、
す
で
に
本
来
一
具
で
あ
っ
た
横
浜
市
立
大

学
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
現
蔵
「
安
保
文
書
」
二
一
通
と
は
分
離
し
て
、
松
本
藩
主

松
平
（
戸
田
）
家
家
臣
と
な
る
安
保
氏
嫡
流
に
伝
来
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
い
る31
。

本
書
は
、
料
紙
や
筆
跡
か
ら
江
戸
時
代
の
写
本
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
筆
者
や
書

写
年
代
の
詳
細
、
岩
田
家
に
伝
来
し
た
経
緯
は
不
明
な
が
ら
、
安
保
氏
と
岩
田
氏

は
と
も
に
丹
党
を
出
自
と
す
る
こ
と
、
「
岩
田
家
系
録
」
序
文
で
は
「
西
あ
ふ
（
安

保
）
勅
使
か
は
ら
（
河
原
）
の
安
保
肥
前
守
か
闕
所
を
外
孫
た
る
ゆ
へ
に
（
岩
田
）

幸
松
丸
に
賜
り
て
、
安
保
と
号
さ
せ
ら
る
。
幸
松
丸
、
後
に
五
郎
太
郎
基
広
と
称

す
」
と
、
安
保
氏
と
の
ゆ
か
り
を
伝
え
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
岩
田
家
に
関
係

す
る
史
料
を
博
捜
す
る
中
で
、
当
該
写
本
も
入
手
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

本
書
の
内
容
を
埼
玉
本
と
比
較
す
る
と
、
改
行
は
適
宜
追
い
込
ん
で
写
さ
れ
て

お
り
、
一
部
誤
読
や
脱
字
等
も
み
ら
れ
る
。
人
物
比
定
等
の
注
記
は
、
原
本
の
押

紙
に
記
さ
れ
た
注
記
と
近
似
す
る
が
、
一
致
し
な
い
箇
所
も
あ
る
。
花
押
は
必
ず

し
も
精
密
で
は
な
い
も
の
の
、
原
本
と
似
せ
て
写
さ
れ
て
お
り
、
臨
写
と
み
ら
れ

る
。本

書
に
書
写
さ
れ
た
文
書
の
順
序
は
、
埼
玉
本
の
現
状
の
配
列
と
は
異
な
る
。

た
だ
し
、
埼
玉
本
は
県
所
蔵
と
な
っ
た
後
に
修
理
さ
れ
、
当
初
一
巻
本
で
あ
っ
た

も
の
を
年
代
順
に
再
配
列
し
て
三
巻
本
と
し
て
表
装
し
直
し
て
お
り32
、
原
形
を
留

め
て
い
な
い
。
今
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
写
真
帳33
に
よ
り
、
県
所
蔵
と
な
る

以
前
、
昭
和
四
十
八
年
時
点
の
貼
り
継
ぎ
順
と
対
照
す
る
と
、
隣
接
す
る
年
欠
七

月
九
日
付
上
杉
清
方
書
状
と
年
欠
正
月
二
十
五
日
付
長
尾
景
仲
書
状
の
み
入
れ
替

わ
っ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
他
の
順
序
は
全
て
一
致
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
本
書

の
掲
載
順
は
書
写
さ
れ
た
段
階
で
の
貼
り
継
ぎ
順
を
ほ
ぼ
反
映
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。
あ
る
い
は
、
昭
和
四
十
八
年
段
階
よ
り
も
更
に
古
い
状
態
を
表
し
て
い
る

か
も
し
れ
な
い34
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
埼
玉
本
の
写
本
は
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
本
書
が
確

認
さ
れ
る
唯
一
の
も
の
で
、
貴
重
な
事
例
と
い
え
る
。

目
録
番
号
四
「
親
類
書
」
は
、
岩
田
健
吾
が
戸
田
寛
十
郎
他
二
名
に
宛
て
て
万

延
元
年
（
一
八
六
〇
）
に
提
出
し
た
親
類
書
の
控
え
で
あ
る
。
健
吾
は
、
国
分
仙

蔵
の
次
男
で
、
惣
左
衛
門
の
養
子
と
な
り
、
岩
田
家
を
継
い
だ
人
物
で
あ
る
。
小

浜
本
に
よ
れ
ば
、
明
治
維
新
に
伴
い
江
戸
か
ら
静
岡
へ
移
住
し
た
と
さ
れ
る
。

本
書
の
本
文
に
は
、
多
く
の
訂
正
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
健
吾
の
年
齢

に
つ
い
て
「
当
申
（
万
延
元
年
は
申
年
）
弐（
マ
ヽ
）
拾
九
歳
」
を
見
消
し
て
「
卯
三（
マ
ヽ
）
十
五
」

と
訂
正
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
七
年
後
の
卯
年
、
す
な
わ
ち
慶
応
三
年
（
一
八
六

七
）
に
加
筆
・
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
と
分
か
る
。
内
容
は
、
養
祖
父
伝
左
衛
門

（
広
道
）
以
下
、
父
方
・
母
方
の
親
類
に
つ
い
て
記
載
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
れ
ば
、
伝
左
衛
門
、
惣
左
衛
門
、
健
吾
の
三
代
は
、
幕
府
の
御
徒
衆
と
な
っ

て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

目
録
番
号
八
「
由
緒
書
」
は
、
当
時
相
良
勤
番
組
と
な
っ
て
い
た
岩
田
健
吾
が

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
に
作
成
し
た
同
家
の
由
緒
書
で
あ
る
。
自
身
の
事
跡
と

丹
党
岩
田
氏
に
関
す
る
新
出
史
料
（
新
井
・
根
ヶ
山
）

一
三



と
も
に
伝
左
衛
門
・
惣
左
衛
門
の
事
跡
を
記
載
し
、
養
父
・
自
身
と
も
処
罰
歴
が

な
い
こ
と
を
証
言
し
て
い
る
。

目
録
番
号
九
「
岩
田
正
則
家
跡
相
続
申
付
書
」
は
、
明
治
六
年
、
浜
松
県
が
岩

田
新
造
に
対
し
、
岩
田
正
則
家
の
相
続
を
申
し
付
け
た
も
の
で
あ
る
。
新
造
は
、

健
吾
の
末
子
と
し
て
明
治
四
年
に
遠
江
国
で
生
ま
れ35
、
兄
正
則
（
鎌
太
郎
）
の
養

子
と
な
っ
て
そ
の
跡
を
継
い
だ
と
考
え
ら
れ
る
人
物
で
あ
る36
。

目
録
番
号
一
〇
「
転
宅
関
係
書
類
一
括
」
は
、
一
四
点
の
史
料
を
合
綴
も
し
く

は
挟
み
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
①
﹇
新
宅
届
﹈
は
、
岩
田
新
造
が
明
治
十
三
年
に

麻
布
区
飯
倉
六
丁
目
七
番
地
の
木
造
建
家
に
つ
い
て
届
け
出
た
も
の
、
②
﹇
女
帯

代
金
書
付
﹈
は
①
の
挟
込
文
書
、
③
「
官
属
替
願
」
は
⑥
の
草
案
も
し
く
は
写
し

（
た
だ
し
冒
頭
部
分
の
み
）
で
あ
る
。
④
「
転
居
御
届
書
」
は
、
明
治
十
一
年
四

月
に
岩
田
新
蔵
（
新
造
）
が
東
京
府
第
二
大
区
一
二
小
区
麻
布
南
日
ヶ
窪
町
三
番

地
の
借
家
か
ら
同
区
坂
下
町
二
七
番
地
へ
転
居
し
た
こ
と
に
関
す
る
府
知
事
宛
て

の
届
出
書
、
⑤
「
転
居
御
届
書
」
は
、
明
治
十
一
年
正
月
に
新
造
が
麻
布
南
日
ヶ

窪
町
三
番
地
の
寄
留
地
か
ら
同
区
麻
布
雑
式
町
二
七
番
地
へ
の
転
居
を
事
前
に
届

け
出
た
も
の
で
、
④
と
対
応
す
る
。
⑥
「
貫
属
替
願
」
は
、
明
治
十
一
年
二
月
七

日
に
新
造
が
本
籍
地
静
岡
県
か
ら
寄
留
先
の
東
京
府
へ
の
貫
属
替
を
願
い
出
た
も

の
で
、
同
月
二
十
六
日
付
の
東
京
府
か
ら
の
許
可
書
が
添
付
さ
れ
て
い
る
。
⑦「
入

籍
願
（
岩
田
鶴
吉
）」は
、
明
治
八
年
十
二
月
九
日
、
第
一
大
区
二
小
区
南
品
川
宿

一
〇
〇
番
地
の
岩
田
政
次
郎37
が
、
新
造
の
叔
父
鶴
吉
を
自
身
の
戸
籍
に
入
籍
さ
せ

る
こ
と
を
戸
長
に
願
い
出
た
も
の
で
、
奥
に
同
月
十
二
日
付
で
聞
き
届
け
た
旨
が

別
筆
で
朱
書
さ
れ
て
い
る
。
⑧
「
貫
属
替
願
」
は
⑨
の
草
案
と
み
ら
れ
、
⑨
は
浜

松
県
を
本
籍
と
し
て
い
た
新
造
が
、
明
治
七
年
十
月
に
寄
留
先
の
静
岡
県
へ
の
貫

属
替
を
願
い
出
た
も
の
で
、
区
長
・
小
区
長
連
署
の
上
申
書
が
添
付
さ
れ
て
い
る38
。

⑩「
家
族
書
」は
⑨
の
添
付
書
類
で
、
新
造
の
家
族
を
書
き
上
げ
た
も
の
。
⑪「
寄

留
願
」
は
、
明
治
六
年
に
新
造
が
浜
松
県
に
対
し
、
遠
江
国
榛
原
郡
第
三
大
区
一

九
小
区
下
吉
田
村
地
先
三
二
番
地
か
ら
静
岡
県
管
轄
駿
河
国
益
津
郡
第
六
大
区
田

中
一
番
町
地
の
同
県
貫
属
江
守
昌
美
方
へ
、
家
族
一
同
寄
留
す
る
こ
と
を
願
い
出

た
も
の
。
⑫
「
留
守
請
御
届
」
は
、
⑪
の
寄
留
に
伴
い
、
新
造
が
貫
属
山
口
正
直

に
留
守
を
頼
む
こ
と
を
届
け
出
た
も
の
で
、
⑬
﹇
家
禄
請
取
届
﹈
は
、
こ
れ
に
伴

い
家
禄
の
請
取
り
も
山
口
正
直
が
代
行
す
る
こ
と
を
届
け
出
た
も
の
、
⑭
「
出
立

御
届
」
は
、
江
守
昌
美
方
へ
明
治
六
年
十
二
月
五
日
に
出
立
す
る
こ
と
を
前
日
に

届
け
出
た
も
の
で
あ
る
。

目
録
番
号
一
一
「
貫
属
替
願
」
は
、
岩
田
新
造
が
浜
松
県
に
対
し
、
明
治
八
年

四
月
に
寄
留
先
の
静
岡
県
へ
の
貫
属
替
を
願
い
出
た
も
の
で
あ
る
。
副
区
長
・
戸

長
連
署
の
上
申
書
、
及
び
同
年
四
月
十
二
日
付
の
浜
松
県
か
ら
の
許
可
書
が
添
付

さ
れ
て
い
る
。

目
録
番
号
一
二
「
お
ほ
え
帳
」
は
、
明
治
十
一
年
九
月
か
ら
同
十
三
年
十
月
に

か
け
て
の
岩
田
家
の
出
納
簿
で
あ
る
。

目
録
番
号
一
三
「
足
場
建
設
願
」
は
、
麻
布
区
飯
倉
六
丁
目
七
番
地
の
建
家
屋

根
が
大
破
し
た
た
め
、
明
治
十
二
年
四
月
三
日
、
岩
田
新
造
が
警
視
第
二
方
面
第

三
分
署
へ
修
理
工
事
の
た
め
の
足
場
建
設
許
可
を
願
い
出
た
も
の
で
、
足
場
建
設

の
略
平
面
図
も
描
き
込
ま
れ
て
い
る
。
同
日
付
の
許
可
書
が
添
付
さ
れ
て
い
る
。

目
録
番
号
一
四
「
一
家
取
畳
復
籍
願
」
は
、
麻
布
区
飯
倉
狸
穴
町
三
番
地
の
岩

田
て
い
（
偵
、
新
造
実
姉
）
が
麻
布
区
に
対
し
、
明
治
十
四
年
八
月
に
岩
田
新
造

方
へ
の
復
籍
を
願
い
出
た
も
の
で
あ
る
。

目
録
番
号
一
六
「
戸
籍
謄
本
」
は
、
岩
田
新
造
家
の
戸
籍
謄
本
で
、
明
治
三
十

八
年
に
東
京
市
芝
区
（
現
港
区
）
か
ら
発
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
戸
主
新
造
の

一
四
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他
、
母
た
き
（
滝
）、
姉
て
い
に
つ
い
て
、
そ
の
生
年
等
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

以
上
、
明
治
時
代
の
史
料
か
ら
は
、
江
戸
幕
府
の
滅
亡
に
よ
っ
て
江
戸
か
ら
遠

江
国
（
浜
松
県
）
へ
と
移
住
し
、
後
に
静
岡
県
、
更
に
東
京
府
へ
と
転
居
及
び
貫

属
替
を
繰
り
返
し
て
激
動
の
時
代
を
懸
命
に
生
き
抜
い
た
、
岩
田
一
家
の
姿
を
垣

間
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
（
根
ヶ
山
）

お
わ
り
に

以
上
、
岩
田
家
に
伝
存
す
る
「
岩
田
家
文
書
」
に
つ
い
て
、
史
料
紹
介
を
行
っ

た
。
本
文
書
群
は
、
本
県
の
中
世
史
研
究
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
史
料
で
あ
る

と
と
も
に
、
武
家
文
書
の
伝
来
過
程
を
追
う
こ
と
が
で
き
る
点
で
も
貴
重
で
あ
る
。

な
お
、
「
岩
田
家
文
書
」
は
、
所
蔵
者
の
許
可
を
得
て
今
後
、
文
書
館
で
の
写
真

版
公
開
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
「
岩
田
家
文
書
」
が
公
開
さ
れ
る
こ
と
で
、
さ
ら

な
る
研
究
の
深
化
に
つ
な
が
る
こ
と
に
期
待
し
た
い
。

註
⑴

『
新
編
埼
玉
県
史

別
編
４
』（
埼
玉
県
、
一
九
九
一
年
）
所
収
。

⑵

井
上
幸
二
「
秩
父
丹
党
考
」（『
埼
玉
史
談
』
八
―
四
・
五
、
一
九
三
七
年
）、
井
上
要
『
秩

父
丹
党
考
』（
埼
玉
新
聞
社
、
一
九
九
三
年
。
初
出
一
九
九
一
年
）。

⑶

「
吾
妻
鏡
」
承
久
三
年
六
月
十
八
日
、
建
長
二
年
三
月
一
日
条（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』）

等
。

⑷

『
新
編
埼
玉
県
史

資
料
編
５
中
世
１
』
一
九
一
・
二
二
二
。
こ
の
事
件
に
つ
い
て
は
、

海
津
一
朗
「
東
国
に
お
け
る
郡
鎮
守
と
郡
内
在
地
領
主
群
」（
岡
田
清
一
編
『
河
越
氏
の
研

究
』
名
著
出
版
、
二
〇
〇
三
年
。
初
出
一
九
八
三
年
）
等
参
照
。

⑸

『
新
編
埼
玉
県
史

資
料
編
５
中
世
１
』
四
四
九
。

⑹

井
上
要
前
掲
註
⑵
著
書
等
。

⑺

『
戦
国
遺
文

後
北
条
氏
編
』
二
三
五
一
、
二
四
一
四
、
二
八
四
一
、
三
七
四
八
等
。

⑻

下
山
治
久
編
著
『
後
北
条
氏
家
臣
団
人
名
辞
典
』（
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
六
年
）
は
、

岩
田
玄
蕃
頭
と
河
内
守
の
項
を
設
け
て
い
る
。
そ
の
他
、
茂
木
和
平『
埼
玉
苗
字
辞
典
』（
二

〇
〇
四
年
）
が
関
係
史
料
を
博
捜
し
て
い
る
ほ
か
、
『
岩
田
家
文
書

一
・
二
』（
小
鹿
野

町
、
二
〇
〇
一
・
二
〇
〇
二
年
）
等
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

⑼

前
掲
註
⑻
『
岩
田
家
文
書

二
』
一
四
一
。
な
お
、
小
鹿
野
町
教
育
委
員
会
の
山
本
正
実

氏
、
肥
沼
隆
弘
氏
か
ら
、
史
料
の
所
在
等
に
つ
い
て
御
教
示
を
得
た
。

⑽

井
上
幸
二
前
掲
註
⑵
論
文
。
た
だ
し
、
そ
の
根
拠
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。

⑾

『
寄
居
町
史

通
史
編
』（
寄
居
町
教
育
委
員
会
、
一
九
八
六
年
）。

⑿

井
上
幸
二
前
掲
註
⑵
論
文
、
井
上
要
前
掲
註
⑵
著
書
、
茂
木
前
掲
註
⑻
著
書
等
。

⒀

今
回
、
当
該
系
図
の
原
本
調
査
も
試
み
た
が
、
残
念
な
が
ら
そ
の
機
会
を
得
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。
な
お
、
寄
居
町
教
育
委
員
会
の
石
塚
三
夫
氏
か
ら
、
史
料
の
所
在
等
に
つ
い

て
御
教
示
を
得
た
。

⒁

諸
本
の
内
容
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
機
会
を
改
め
て
検
討
し
た
い
。

⒂

近
世
に
こ
う
し
た
系
図
の
作
成
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
菊
池
紳
一
「
武
蔵
武
士

の
系
図
に
つ
い
て
」（
北
条
氏
研
究
会
編
『
武
蔵
武
士
の
諸
相
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
七
年
）

等
参
照
。

⒃

各
筆
跡
の
写
真
を
左
に
掲
載
し
て
お
く
（
縮
尺
は
概
ね
統
一
し
た
）。
こ
の
他
に
も
部
分

的
な
追
筆
等
が
み
ら
れ
る
が
、
紙
幅
の
関
係
上
割
愛
す
る
。

丹
党
岩
田
氏
に
関
す
る
新
出
史
料
（
新
井
・
根
ヶ
山
）

一
五



・
序
文
〜
№
８８
正
持

・
別
筆
①
（
№
８９
季
張
〜
№
１２９
末
）

・
別
筆
②
（
№
１３０
兜
〜
№
１３４
末
）

・
別
筆
③
（
№
１３５
広
道
〜
№
１６３
新
造
）

・
別
筆
④
（
№
１６４
末
〜
№
１６６
朝
）

⒄

萱
刈
（
萱
苅
・
萱
刈
野
）
荘
に
つ
い
て
は
、
「
岩
田
家
系
録
」
中
に
書
写
さ
れ
た
井
戸
村

（
現
長
瀞
町
）
か
ら
鉢
形
城
（
現
寄
居
町
）
に
至
る
荒
川
沿
岸
の
地
図
に
も
、
荒
川
左
岸
の

新
寄
居
村
付
近
に
「
萱
刈
野
」
と
図
示
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
永
享
六
年
（
一
四
三
四
）
十

月
二
十
一
日
付
藤
田
宗
員
寄
進
状（『
新
編
埼
玉
県
史

資
料
編
５
中
世
１
』
七
七
八
）
に
は

「
極
楽
寺
萱
苅
乗
円
坊
」
と
の
記
述
が
み
え
る
。

⒅

国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
て
全
文
の
画
像
閲
覧
が
可
能
で
あ
る
。

⒆

小
浜
本
に
よ
れ
ば
、
岩
田
伝
左
衛
門
は
広
道
に
比
定
さ
れ
る
。
な
お
、
本
文
書
は
管
見
の

限
り
新
出
で
あ
り
、
か
つ
【
表
三
】
中
に
も
み
ら
れ
な
い
。
内
容
は
、
天
正
壬
午
の
乱
で
長

期
間
在
陣
し
た
岩
田
玄
審
（
家
清
）
を
労
い
、
蜜
柑
一
合
を
贈
る
と
い
う
も
の
。
参
考
ま
で

に
、
翻
刻
文
を
掲
載
し
て
お
く
。

帰
陣
以
来
者
無
音
之
間
、
及
一
翰
候
、
抑
」
今
度
信
・
甲
出
張
候
処
、
長
〻
在
陣
苦
」

労
之
至
候
、
仍
櫁
柑
一
合
遣
候
、
恐
〻
」
謹
言
、

（
天
正
十
年
）

十
一
月
廿
二
日

（
北
条
）

氏
直
（
花
押
影
）

岩
田（
家
清
）

玄
蕃
殿

⒇

埼
玉
県
指
定
有
形
文
化
財
「
木
造
十
二
神
将
立
像
」（
小
鹿
野
町
所
在
、
法
養
寺
薬
師
堂

奉
賛
会
蔵
）
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

21

当
該
識
語
筆
者
の
人
物
比
定
に
つ
い
て
は
、
「
岩
田
氏
伝
来
文
書
」
紹
介
の
中
で
言
及
す

る
「
本
家
」
の
解
釈
と
も
密
接
に
関
わ
る
た
め
、
判
断
を
保
留
し
た
い
。
た
だ
し
、
少
な
く

と
も
、
岩
田
氏
関
係
の
北
条
家
朱
印
状
を
六
通
所
持
し
て
い
た
人
物
と
は
い
え
る
。
ち
な
み

に
、
【
表
三
】
記
載
の
北
条
家
朱
印
状
は
五
通
で
あ
る
。

22

理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
「
岩
田
家
系
録
」「
岩
田
氏
伝
来
文
書
」
の
表
紙
見
返
紙
背
に

は
、
下
総
国
横
戸
村
（
現
千
葉
市
）
明
星
寺
に
関
す
る
宗
門
人
別
改
帳
の
断
簡
が
共
通
し
て

み
ら
れ
る
。

23

「
本
家
」
に
つ
い
て
は
、
傍
流
の
広
勤
か
ら
み
た
広
敦
家
を
指
す
も
の
か
、
本
史
料
群
を

伝
え
た
岩
田
家
と
は
系
統
を
異
に
す
る
本
家
が
別
に
存
在
し
た
も
の
か
、
今
は
詳
ら
か
に
し

え
な
い
。

24

「
親
類
書
」
等
よ
り
、
次
代
の
広
道
、
惣
左
衛
門
、
健
吾
等
は
代
々
幕
府
の
御
徒
衆
と
な

っ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
広
勤
も
同
様
で
あ
ろ
う
。

25

『
戦
国
遺
文

後
北
条
氏
編
』
二
五
六
四
。

26

『
戦
国
遺
文

後
北
条
氏
編
』
三
六
三
二
〜
三
六
三
五
。

27

『
戦
国
遺
文

後
北
条
氏
編
』
一
四
三
八
。

28

『
新
編
埼
玉
県
史

資
料
編
６
中
世
２
』
六
六
五
。

29

『
新
編
埼
玉
県
史

資
料
編
５
中
世
１
』
八
八
一
。

30

『
古
河
市
史

資
料
編
中
世
』
一
二
七
。

31

安
保
文
書
の
伝
来
に
つ
い
て
は
、
新
井
浩
文「「
安
保
文
書
」
伝
来
に
関
す
る
覚
書
」（『
文

書
館
（
埼
玉
県
立
文
書
館
）
紀
要
』
二
二
、
二
〇
〇
九
年
）
等
参
照
。

32

現
状
の
埼
玉
本
の
細
目
及
び
貼
り
継
ぎ
順
に
つ
い
て
は
、『
さ
い
た
ま
の
文
書
―
中
世
―
』

（
埼
玉
県
立
文
書
館
、
一
九
九
三
年
）
参
照
。

33

「
安
保
文
書
」（
六
一
七
一
・
三
四
―
四
）。

34

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
影
写
本
「
安
保
文
書
」（
三
〇
七
一
・
五
二
―
一
三
）
は
、
明
治

一
六

文
書
館
紀
要
第
三
十
二
号
（
二
〇
一
九
・
三
）



二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
の
書
写
で
あ
る
が
、
年
代
順
に
配
列
し
直
さ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ

る
た
め
、
比
較
検
討
の
対
象
と
し
え
な
い
。

35

新
造
の
生
年
は
「
戸
籍
謄
本
」、
生
国
は
「
家
族
書
」
に
よ
る
。

36

「
家
族
書
」
で
は
、
新
造
に
対
し
て
「
な
た
（
奈
多
）」を
「
曾
祖
母
・
実
祖
母
」、
「
た

き
（
滝
）」を
「
養
祖
母
・
実
母
」、
惣
左
衛
門
を
「
曾
祖
父
・
実
祖
父
」、
健
吾
を
「
養
祖
父

・
実
父
」
と
記
し
て
お
り
、
新
造
は
実
の
兄
弟
の
養
子
と
な
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、

「
戸
籍
謄
本
」
で
は
「
前
戸
主
亡
兄
岩
田
正
則
」
と
あ
り
、
小
浜
本
で
は
新
造
の
長
兄
鎌
太

郎
の
記
事
に
「
始
メ
静
岡
ニ
於
テ
岩
田
家
ヲ
相
続
セ
シ
モ
ノ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
鎌
太
郎

の
実
名
が
正
則
と
推
定
さ
れ
る
。

37

岩
田
政
次
郎
は
、
「
一
家
取
畳
復
籍
願
」
で
は
新
造
の
実
姉
て
い
（
偵
）
の
叔
父
と
し
て

新
造
と
連
署
し
て
お
り
、
「
家
族
書
」
に
お
い
て
新
造
の
「
大
叔
父
・
実
叔
父
」
で
惣
左
衛

門
の
四
男
と
記
さ
れ
る「
政
太
郎
」と
、
同
一
人
物
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
小
浜
本
で「
別

家
、
所
在
武
蔵
国
品
川
」
と
注
記
さ
れ
た
健
吾
の
義
兄
「
政
之
助
」
は
、
こ
の
政
次
郎
の
こ

と
を
指
す
も
の
と
考
え
た
い
。

38

た
だ
し
、
区
長
・
小
区
長
の
印
は
抹
消
さ
れ
て
い
る
。

（
付
記
）
本
稿
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
調
査
の
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
御
所
蔵
者
を
は

じ
め
、
多
く
の
方
々
の
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
、
厚
く
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。丹

党
岩
田
氏
に
関
す
る
新
出
史
料
（
新
井
・
根
ヶ
山
）

一
七



形態

巻子
竪帳
竪帳

竪帳

竪帳
一紙
一紙
竪帳
一紙
綴
一紙

一紙

一紙
一紙
一紙

竪帳

一紙

一紙

袋綴

一紙

一紙

一紙

一紙

一紙

袋綴
横帳

袋綴

袋綴

一紙

一紙

一紙
一紙
封筒
掛幅

宛所

戸田寛十郎、国分仙蔵、上条嘉
輔

恵行阿闍梨

岩田新造

東京府知事楠本正隆
東京府知事楠本正隆

東京府知事楠本正隆

［第壱大区第二小区］戸長

静岡県権令大迫貞清

静岡県権令大迫貞清

［静岡県権令大迫貞清］

林（厚徳）浜松県令

［林（厚徳）浜松県令ヵ］

［林（厚徳）浜松県令ヵ］

［林（厚徳）浜松県令ヵ］

林（厚徳）浜松県令

警視第二方面第三分署 染川済

麻布区長前田利光

岩田新造

岩田新造

出所、著者等

［岩田季張（広智）］

岩田健吾

岩田健吾
浜松県

井田知篤、岩田新造

［岩田新造］
東京府士族 岩田新蔵（造）
東京府士族 岩田新造

第二大区拾二小区戸長 村木義方、
静岡県管轄駿河国志太郡第七大区小
一区藤枝宿田中城外弐番町弐番地原
藉（籍）東京府第二大区小十二区麻
布南日ヶ窪町三番地寄留 静岡県士
族 岩田新造

岩田政次郎
［静岡県］第七大区一小区戸長 菅
沼定一、第七大区一小区寄留 岩田
新造

［静岡県］第七大区一小区戸長 菅
沼定一、第七大区一小区寄留 岩田
新造
岩田新造
遠江国榛原郡第三大区十九小区下吉
田村地先三十二番地所 岩田新造
［遠江国］第三大区榛原郡十九小区
下吉田村地先住居 岩田新造
［遠江国］第三大区榛原郡十九小区
下吉田村地先 岩田新造
［遠江国］第三大区十九小区下吉田
村地先三十二番地所居住 貫属 岩
田新造
岩田新造
［岩田新造］
飯倉町六丁目七番地 東京府士族
岩田新造

荏原郡南品川四丁め百番地 士族叔
父 岩田政次郎、麻布区飯倉町六丁
め七番地 士族 実家弟 当時之主
岩田新造、麻布区飯倉狸穴町三番

地 平民 岩田てい

日本橋区浪華町廿三番地 保証人
鉑滝三郎、麻布区飯倉町三丁目 借
主 鉑政五郎

日本橋区浪華町廿三番地 保証人
鉑滝三郎、麻布区飯倉町三丁目 借
主 鉑政五郎
東京市芝区戸籍吏川崎実
和田兼七
岩田たき
行者 覚明

表題

武州丹党岩田系図
岩田家系録
岩田氏伝来文書

親類書

感状判物之写
伝法院流相承血脈
包紙
由緒書
岩田正則家跡相続申付書
転宅関係書類一括
［新宅届］

［女帯代金書付］

官属替願
転居御届書
転宅御届書

貫属替願

入籍願（岩田鶴吉）

貫属替願

貫属替願

家族書

寄留願

留守請御届

［家禄請取届］

出立御届

貫属替願
おほえ帳

足場建設願

一家取畳復籍願

店借之証

店借之証

戸籍謄本（岩田新造）
目録（結納品目録）
封筒
一行書「木曽御嶽山大権現」

西暦

１７６７

１８６０

１８７１
１８７３
―
１８８０

１８８０

１８７８
１８７８

１８７８

１８７５

１８７４

１８７４

１８７４

１８７３

１８７３

１８７３

１８７３

１８７５
１８７８

１８７９

１８８１

１８８３

１８８３

１９０５

年月日

［江戸］．．
［江戸］．．
明和４．首夏．

万延元．１０．

［江戸］．．
［江戸］．．
［江戸］．．
明治４．８．
明治６．１１．３０
―
明治１３．１１．
［明治１３ヵ］辰．１１．１
５
［明治］．．
明治１１．４．１８
明治１１．正．

明治１１．２．７

明治８．１２．９

明治７．１０．２９

明治７．１０．２９

明治７．１０．

明治６．１２．

明治６．１２．

明治６．１２．

明治６．１２．４

明治８．４．
明治１１．９．～１３．１０．

明治１２．４．３

明治１４．８．２７

明治１６．４．１０

明治１６．４．

明治３８．４．２６
．．
［明治］．．
．．

枝
番

―
１

２

３
４
５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１

２

番
号

１
２
３

４

５
６
７
８
９
１０
１０

１０

１０
１０
１０

１０

１０

１０

１０

１０

１０

１０

１０

１０

１１
１２

１３

１４

１５

１５

１６
１７
１８
１９

（註１）目録の記載方法については、原則として埼玉県立文書館収蔵文書目録の例言に準拠した。

【表１】福井県小浜市岩田家文書目録
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備考

生没年西暦は『国史
大辞典』宣化天皇項
による

「岩田家系録」は岩
田氏祖とする

「岩田家系録」は幼
名を幸松丸とする

「岩田家系録」は後
閑家を相続とする

記事概要

武蔵国主

武蔵守

天長９年多治比を改め丹
治と為す

武蔵守、私市党の祖

元慶元武蔵下向

始めて関東に住む

始めて武州秩父に住む

中村・大河原・下中村・
小鹿野等１６氏の祖
薄・織原２氏の祖
勅使河原・安保・加治・
高麗等１４氏の祖

白鳥・岩田・山田等８氏
の祖

富士野夜討で負傷

承久の乱で戦功（金持兵
衛之日記にあり）

藤矢淵と号す
建長２年課役負担

足利義持・持氏の時（応永２４
年上杉氏憲日記にあり）
西安保と号す

藤田系図にあり

参内の僧

岩田村道光寺・瑞光寺・
満光寺に位牌あり

妻・夫

橘仲皇后

―
―
―

―

―

―

―

―

―

―

―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―

―

―

―
―
―

―

―
―
―

―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―

―

―
藤田長門守小野
宗員
―
後閑左京太夫家
久女
―

―

香室貞蓮大師

―
―
人見越前守安利
本田筑前守貞信
諏訪部三河守光
長
藤田中務太輔女

母

日月子媛

橘仲皇后
―
―

―

―

―

―

―

―

―

―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―

―

―

―
―
―

―

―
―
―

―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―

―

―

―

―

―

―
後閑左京太夫家
久女
後閑左京太夫家
久女
―
―
―
―

―

―

父

継体天皇

宣化天皇
上殖葉皇子
十市王

多治比古王

島

島

島

島

島

広成

浜成

―
峯成
貞成
貞峯
武信
峯信
峯時
峯房
武経
武時

武峯

武峯

武峯

武峯
武峯
武峯

武峯

行房
基政
基政

基政

基政
政広
政広
政広
政広
広方
広方
広方
広時
広時
広時
広房
広房
広房
広房
忠国
忠国

長広

基広

基広

実長

実長

実員

忠重

忠重

忠重

義幸
義幸
義幸
義幸

義幸

義幸、養父幸重

没地・
墓地
大和国
桃花鳥
坂上陵
―
―
―

―

―

―

―

―

―

―

―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―

―

―

―
―
―

―

―
―
―

―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―
―
―
―

―

―

享年

７３

―
―
―

―

―

―

―

―

―

―

―

―
―
７６
―
―
―
―
―
―
―

―

―

―

―
―
―

―

―
―
―

―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―
―
―
―

―

―

没年

５３９

―
―
―

７０１

７３０

７３７

７１１

７６０

７３９

―

―

―
―
８７４
―
―
―
―
―
―
―

―

―

―

―
―
―

―

―
―
―

―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―
―
―
―

―

―

宣化帝
４

―
―
―

大宝元

天平２

天平９

和銅４
天平宝
字４

天平１１

―

―

―
―
貞観１６
―
―
―
―
―
―
―

―

―

―

―
―
―

―

―
―
―

―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―
―
―
―

―

―

生地

―

―
―
―

―

―

―

―

―

―

―

―

―
―
―
―
―
武州
―
―
―
―

―

―

―

―
―
―

―

―
―
―

―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―
―
―
―

―

―

生年

４６７

―
―
―

―

―

―

―

―

―

―

―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―

―

―

―
―
―

―

―
―
―

―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―
―
―
―

―

―

雄略帝
１２

―
―
―

―

―

―

―

―

―

―

―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―

―

―

―
―
―

―

―
―
―

―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―
―
―
―

―

―

幼名・号・
官途・戒名等

檜隈高日王子、武小広
国推立尊

椀子
―
多治比彦武王
真人、左大臣、正二位、
大納言
大納言、従二位、大宰
帥
中納言、正二位、征夷
将軍
宮内卿、従四位下

中納言、正四位上

式部卿、皇太子傅、中
納言、従三位
武蔵守、正五位下

従五位上、木工頭

左京大夫、従四位上
従四位下、因幡守
左中弁、従四位下
―
桑名丹二、大夫
丹貫主
武蔵守
大夫、丹貫主
丹貫主
四郎冠者、二太夫

丹三冠者

薄次郎
秩父黒丹五（勅使河原
黒丹五）
加治三郎、左衛門尉
桐原孫三、左衛門尉
判乃三郎

白鳥七郎

七丹二郎
黒谷五
山田六郎

岩田七郎

山田八郎
岩田二郎
野上三郎、岩田三郎
白鳥四郎
岩田五郎
小五郎
六郎
七郎
又五郎
小七郎
小八郎
小五郎
六郎
九郎
十郎
彦五郎
青木二郎

右近将監

岩田将監太郎、左衛門
尉
将監二郎

藤田長門守小野宗員妻

太郎二郎、式部少輔

太郎、帯刀先生

和尚

太郎

三郎、対馬守、従六位
下、臨田浄室居士
後閑孫太郎
岩田孫二郎
―
―

―

岩田三郎六郎、伊勢守

諱等

宣化天皇、
武小国押盾

上殖葉皇子
十市王
多治比古王

島

池守

県守

水守

広足

広成

浜成

貞成

峯成
永成
貞峯
武信
峯信
峯時（峯明）
峯房
武経
武時
武峯

経房

長房

基房

俊貞
基氏
基兼

行房

基政
国時（則政）
政光

政広

政成
政信
政経
政家
広方
広時
広員
広家
広房
政茂
政房
忠国
行時
長房
成房
長広
実成

基広

実長（実利）

実春

女

実員

忠重

良堂

忠幸

義幸

義真
幸重
女
女

女

房幸

№

１

２
３
４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３
１４
１５
１６
１７
１８
１９
２０
２１
２２

２３

２４

２５

２６
２７
２８

２９

３０
３１
３２

３３

３４
３５
３６
３７
３８
３９
４０
４１
４２
４３
４４
４５
４６
４７
４８
４９
５０

５１

５２

５３

５４

５５

５６

５７

５８

５９

６０
６１
６２
６３

６４

６５

【表２】「武州丹党岩田系図」記載人物名一覧
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備考

「岩田家系録」は没
地を加庭屋敷とする

「岩田家系録」では、
４男２女（一男伝九
郎政吉、二男彦三郎
〈今勘左衛門家也〉、
三男七防、四男大吉
〈弥兵衛父宗感事〉、
女〈毛呂亀〉、女〈千
代〉）ありとする

「岩田家系録」は母
を家清姪とし、また
享年８４とする

生没年・享年は記事
マヽ。生年・没年が
正しければ享年８５、
没年・享年が正しけ
れば延宝３年生、生
年・享年が正しけれ
ば明和２年生となる

記事概要

上杉氏に属す。麻生太郎
左衛門勝家（幸勝嫡子）
書に人物像あり
重純は上州国峰小幡城主

外祖父養子と為す

天文４年（マヽ）河越夜軍
で北条氏康に降る。永禄
５年以降小田原城にあり。
北条氏滅亡後は鉢形領へ
移る

天正１０年初陣、鉢形に属
す、神流川合戦で戦死

兄幸清に反し弟吉重と岩
田村出奔、上杉氏に従い
上野へ。天正１０年滝川一
益、のち北条氏に属す。
北条氏照臣中山家勝二男
家清を嗣子とする
少年時、岩田村を出奔し
武田勝頼に属す。武田氏
滅亡後は滝川一益に属す。
北条記・信長記には天正
１０年神流川合戦で戦死と
あるが非、蒲生氏郷に仕
え１万石を領す
天正１０年神流川で戦死
天正１０年滝川一益に属し
て敗れ北条氏に降る。氏
直より偏諱と号を授かる。鉢
形城で戦死
北条氏に属す。鉢形開城
後、氏邦に従い加賀へ赴
き前田利長に仕える
徳川家康に拝謁、のち流
浪、松平忠吉に仕える

北条氏邦に従い鉢形在城。
文禄役で北条氏盛に属し
出兵。のち越前福井藩に
仕える。のち榛沢郡藤田
村に蟄居。嗣子なく河内
守子清吉を養子とする

結城晴朝・秀康に仕え、
のち浪人

母若林則貞女は中山全椿
孫、中山家範姪女、延宝
４年没、９９歳、墓善導寺
後山

母笠原与五郎（与五兵
衛）女は延宝６年萱苅で
没、７４歳、墓善導寺西山
際

母小櫃右馬之助氏明女
（春女、浄善尼）は享保
３年藤田郷で没、７７歳、
墓善導寺西山。小櫃氏明
は実は今川寂淵の次男。
今川寂淵の曽孫。元禄１５
年幕府仕官のため萱刈野
荘を去り江戸に出る。先
祖伝来の文書を見た品川
氏の養子縁組を固辞。徳
川綱吉のち吉宗まで歴代
に仕え、享保８年致仕。
政郷が世襲
文芸をよくし、仕官せず。
萱刈荘に蟄居。母竹井甚
五右衛門紀信親女は寛延
３年没、７４歳、墓四谷大
宗寺

種光は享保１６年没、墓青
山青原寺。即日剃髪

妻・夫

猪俣弾正忠小野
範宗女、安中主
膳正女
小幡左衛門重純
―
本荘藤太郎藤正

―

新田常陸介高繁
女、福島伊三郎
源頼勝女

山角主膳定常

―

若林新左衛門則
貞（定）女

―

―

―

―

―

―

―

彦二郎吉次女
（実は土佐守幸
勝女）

松山城主上田氏
家臣若林新左衛
門則貞（定）女
（実は植田（上
田）又太郎則秀
入道安楽斎（暗
礫斎ヵ）女）

秩父郡葭田村農
夫笠原与五兵衛
（若名与五郎）
女（実は孫、号
女郎、実父野州
佐野邑井伊直孝
末臣小櫃左次衛
門光厳）
―
―

小櫃右馬之助氏
明女

―

阿部豊後守家臣
竹井甚五右衛門
紀信親女（三女、
実は正親弟小尾
新右衛門正信
女）

奉仕紀州亜相源
宗直卿田中友軒
可英娘

―

小従人和田大七
郎源重光（後種
光）
黒田豊前守丹治
比直重長臣田原
要人藤原忠興

母

藤田中務太輔女

―
―
―
猪俣弾正忠小野
範宗女

猪俣弾正忠小野
範宗女

―
新田常陸介高繁
女
新田常陸介高繁
女

猪俣弾正忠小野
範宗女

安中主膳正女

安中主膳正女

―

―

―

―

―

福島伊三郎源頼
勝女

松山城主上田氏
家臣若林新左衛
門則貞（定）女

―
―

笠原与五郎女

笠原与五郎女

小櫃右馬之助氏
明女

竹井甚五右衛門
紀信親女

竹井甚五右衛門
紀信親女

竹井甚五右衛門
紀信親女

竹井甚五右衛門
紀信親女

父

房幸

房幸
房幸
房幸
幸勝、養父猪俣
範宗

幸勝

幸清

幸清

幸清、養父家清

幸勝

幸勝

幸勝

幸勝

幸勝

幸勝

幸勝

中山助六郎家勝
入道全椿（二男）、
養父吉次

幸清、養父家清

清吉

政吉
政吉

政吉

政吉

清次

季張

季張

季張

季張

没地・
墓地

―

―
―
―

―

榛沢郡
藤田郷
本寄居
村善導
寺後山
―

神流川

―

奥州

―

神流川

鉢形城
門

―

―

―

鉢形加
仁輪屋
敷

萱刈本
寄居村
善導寺
後山

善導寺
西山際

―
―

善導寺
西山際

―

武州四
谷大宗
寺

善導寺

―

萱刈荘
正龍寺

三縁山
中心光
院

享年

―

―
―
―

―

―

―
１９（２
２）

―

―

―

―

―

―

―

―

―

４２

８３

―
―

５７

―

８８

６７

―

６６

１９

没年

―

―
―
―

―

１５９０

―

１５８２

―

―

―

１５８２

１５８９

―

―

―

―

１６２５

１６９１

―
―

１６９８

―

１７６２

１７６１

―

１７６７

１７２２

―

―
―
―

―

天正１８

―

天正１０

―

―

―

天正１０

天正１７

―

―

―

―

寛永２

元禄４

―
―

元禄１１

―

宝暦１２

宝暦１１

―

明和４

享保７

生地

―

―
―
―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

萱刈

―
―

萱苅荘

―

萱刈荘

大里郡

大里郡

大里郡

江戸四
谷

生年

―

―
―
―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

１６０９

―
―

１６４２

―

１６７８

１６９５

１６９８

１７０２

１７０４

―

―
―
―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

慶長１４

―
―

寛永１９

―

延宝６

元禄８

元禄１１

元禄１５

宝永元

幼名・号・
官途・戒名等

彦三郎、土佐守、宗直、
善鑑真光居士

―
栃原木工之助
―
童名猪野丸、猪俣和泉
守

左衛門太郎、河内守、
従六位下、樹覚院殿英
山道 居士

―

千勝、甚十郎

彦九郎、彦左衛門

彦二郎、玄阿

右衛門、一右衛門
（市右衛門）

平蔵

虎、七兵衛

内蔵、伝左衛門

―

―

右京、玄蕃頭、義石、
勇進院猛誉楽酔居士

彦九郎、右京、彦左衛
門、妙休院本覚是心居
士

童名宮房、伝九郎、宗
貞、蓮乗院岩誉宗貞居
士

―
―

産名伊勢千代、新太郎、
玄蕃、亮照院本誉宗慶
居士

小佐之助

千石、彦太郎、覚之丞、
喜内、主鈴、恒足軒、
与知院殿誠誉丹阿弥陀
仏恵鑑居士

猪助、甚十郎、源洞院
仙誉秋翁居士

丹宮、喜内

貞岩院殿心操寿松法燈
尼

法寿院殿摂光理巌大姉

諱等

幸勝

女
重行
女

範平（範幸）

幸清

女

邦清

清吉

吉次（幸次）

吉重

吉張

直吉

幸利

吉

女

家清

清吉

政吉

女（初）
女（鍋）

清次

正持

季張（広智）

広雄

政郷

女（木、後
峰）

女（春、岩）

№

６６

６７
６８
６９

７０

７１

７２

７３

７４

７５

７６

７７

７８

７９

８０

８１

８２

８３

８４

８５
８６

８７

８８

８９

９０

９１

９２

９３

二
〇

文
書
館
紀
要
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九
・
三
）



備考記事概要

松平石見守源乗穏に奉仕

尾州黄門源宗勝卿・宗睦
卿に奉仕

早世

寛延元年紀州亜相源宗直
卿に奉仕。宝暦３年従三
位宰相宗武卿に奉仕。母
は享保１７年政郷妻となる

早世

早世

早世

早世

宝暦２年養子

母岩田新左衛門広峰嫡女
は元禄１４年武州萱刈荘生、
享保６年没、２１歳、墓萱
刈野荘善導寺

早世

江戸へ出て神谷志摩守支
配下勘定方を務める。辞
してのち摂州矢田島郡花
猥城主荒木志摩守元清家
臣であった薬師寺村田阿
波守藤原盛正の家を継ぎ、
村田に改姓。のち松野某
の子に村田家を、末弟岩
田覚之丞に岩田家を継が
せる

早世

早世

飯田氏経歴、飯田品久没
年等（宝暦１４年没、６５歳、
墓谷中一乗寺）あり。母
飯田品久女の養母（細川
備後守家士春木太左衛門
秋塵嫡女福井）は宝暦７
年没、８３歳、墓芝坂下蓮
乗寺

明和２年御徒

妻・夫

―

―

―

―

大御番安藤小平
治安部邦孝

上原備後守二男
上原大輔

―

―

―

―

―

―

御徒与頭小野寺
忠兵衛

小普請津田荘左
衛門
御勘定浦野新九
郎

―

細川備後守家士
飯田伴助品久女

―

森田善右衛門

―
―
―

―

―
―

岩田記四郎

―
―
―

―

―

―
武州鉢形住雨宮
嘉春

―

―
―

―

―

―

―
―

母

竹井甚五右衛門
紀信親女
竹井甚五右衛門
紀信親女
竹井甚五右衛門
紀信親女

季張女（木、峰）

季張女（木、峰）

政郷妻（有故不
記其父母）

政郷妻

政郷妻

政郷妻

政郷妻

―

政郷妻（有故不
記其父母）

岩田新左衛門広
峰嫡女

広雄女（千加、
敬）
広雄女（千加、
敬）
広雄女（千加、
敬）

―

―
奉仕紀州亜相源
宗直卿田中友軒
可英娘
広雄女（楚衛）
広雄女（楚衛）
広雄女（楚衛）
奉仕紀州亜相源
宗直卿田中友軒
可英娘
―
―
奉仕紀州亜相源
宗直卿田中友軒
可英娘
広雄女（古野）
広雄女（古野）
広雄女（古野）

田中友軒可英娘

田中友軒可英娘

田中友軒可英娘

田中友軒可英娘

広雄女（規乃）

田中友軒可英娘
田中友軒可英娘

細川備後守家士
飯田伴助品久女

細川備後守家士
飯田伴助品久女

田中氏女（田中
友軒可英娘）
―
田中友軒可英娘

父

季張

季張

季張

小従人和田大七
郎源重光（後種
光）
小従人和田大七
郎源重光（後種
光）

政郷

政郷

政郷

政郷

政郷

秋元但馬守藤原
凉朝長臣高山伝
右衛門（三男）、
養父政郷

政郷

広雄

御徒与頭小野寺
忠兵衛
御徒与頭小野寺
忠兵衛
御徒与頭小野寺
忠兵衛

広雄

広雄

広雄

森田善右衛門
森田善右衛門
森田善右衛門

広雄

杢之助
杢之助

広雄

岩田記四郎
岩田記四郎
岩田記四郎

広雄

広雄

広雄

広雄

武州鉢形住雨宮
嘉春
広雄、養父広敦
広雄、養父広敦

広敦

広敦

広雄（三男）、
養父広敦
広敦
広雄、養父広敦

没地・
墓地

―

―

小石川
心光寺

―

―

―

四谷大
宗寺
四谷大
宗寺
四谷大
宗寺
四谷大
宗寺

四谷大
宗寺

―

浅草源
空寺

―

―

―

―

―
武州萱
刈荘善
導寺
―
―
―

―

―
―

―

―
―
―

善導寺

善導寺

善導寺

―

―

―
―

芝三田
寺町長
延寺

芝三田
寺町長
延寺

―

―
―

享年

―

―

―

―

―

―

１１

３

２

７

―

―

３２

―

―

―

５６

―

４９

―
―
―

―

―
―

―

―
―
―

２

１

３

―

―

―
―

４

３

―

―
―

没年

―

―

１７６１

―

―

―

１７５１

１７４０

１７４５

１７５３

１７５３

―

１７４７

―

―

―

１７７３

―

１７５６

―
―
―

―

―
―

―

―
―
―

１７３７

１７３８

１７４４

―

―

―
―

１７５３

１７５３

―

―
―

―

―

宝暦１１

―

―

―

宝暦元

元文５

延享２

宝暦３

宝暦３

―

延享４

―

―

―

安永２

―

宝暦６

―
―
―

―

―
―

―

―
―
―

元文２

元文３

延享元

―

―

―
―

宝暦３

宝暦３

―

―
―

生地

―

武州四
谷

―

―

―

武州四
谷

武州四
谷
武州四
谷
武州四
谷
武州四
谷

―

武州四
谷

武州萱
刈荘

―

―

―

武州萱
刈野荘

―

―

―
―
―

―

―
―

―

―
―
―
萱刈野
荘
萱刈野
荘
―

―

―

―
―

牛込

牛込

―

―
―

生年

１７０７

１７１０

―

―

―

１７３２

１７４１

１７３８

１７４４

１７４７

―

１７５２

１７１６

―

―

―

１７１８

―

―

―
―
―

―

―
―

―

―
―
―

１７３６

１７３８

１７４２

―

―

―
―

１７５０

１７５１

―

―
―

宝永４

宝永７

―

―

―

享保２０

寛保元

元文３

延享元

延享４

―

宝暦２

享保元

―

―

―

享保３

―

―

―
―
―

―

―
―

―

―
―
―

元文元

元文３

寛保２

―

―

―
―

寛延３

寛延４

―

―
―

幼名・号・
官途・戒名等

―

―

明鏡院冬誉清受大姉

和田栄次郎

―

―

源馬、丹宮、夢幻院浄
誉清雲暁月大童子

奨善院晙去童女

奨善院晙去童女

楢闇院幼誉知法童女

左内、廉夫院党誉簡郷
居士

知菊、仁三郎

等倫院徳誉知玅大姉

小普請津田荘左衛門妻

―

―

新次郎、元八、久弥、
弥次右衛門、戒名廓涼
院芳洲静斉居士

―

貞樹院松月智光大姉

―
―
―

杢之丞

―
―

―

―
―
―

内蔵助、快運幻哲童子

権之助、冬岳了智童子

理覚凉心童（女脱ヵ）

―

―

吾、覚之丞
―

浄空春調童女

―

吾、覚之丞

村田荘左衛門
―

諱等

女（律、政
井）
女（富見勢、
岩見）

女（源）

信盈

女（鉄）

女（菊、連
陸、千尾）

某

女（直）

女（幸）

女（蔵）

簡郷

政慰

女（千加、
敬）

女（市）

女（松）

女

広敦

女（□□）

女（楚衛）

徳次郎
女（安）
酒之丞

（某）

嘉門
此□

女（古野）

源之助
女（加勢）
勝之助

某

某

女（春）

女（規乃）

太吉

広勤
女（末）

女（兜）

女（重）

広勤

章英
女（末）

№

９４

９５

９６

９７

９８

９９

１００

１０１

１０２

１０３

１０４

１０５

１０６

１０７

１０８

１０９

１１０

１１１

１１２

１１３
１１４
１１５

１１６

１１７
１１８

１１９

１２０
１２１
１２２

１２３

１２４

１２５

１２６

１２７

１２８
１２９

１３０

１３１

１３２

１３３
１３４

丹
党
岩
田
氏
に
関
す
る
新
出
史
料
（
新
井
・
根
ヶ
山
）
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備考

妻奈多は「家族書」
より文化元年武蔵国
生

「入籍願」「一家取畳
復籍願」で政次郎在
所が品川とあり、政
次郎（太郎）と同一人
物ヵ。「家族書」によ
れば、政太郎（次郎）
は惣左衛門四男、弘
化元年武蔵国生

生年は「戸籍謄本」
「家族書」、生国は
「家族書」による

実名は「戸籍謄本」
「家族書」より推定
生年は「戸籍謄本」、
生国は「家族書」に
よる

生年は「戸籍謄本」、
生国は「家族書」に
よる

記事概要

天明８年御徒。実父斉藤
助太夫は寛政９年没

夫国分仙蔵は明治５年没

広道末子

久保家に奉仕。御徒。妻
は明治１６年没、７３歳

武蔵国東京市本区根津所
在
早世

別家、武蔵国品川所在

早世

藤田家に嫁す。武蔵国東
京市浅草区所在
須藤家に嫁す。同家の一
統総て死亡

早世
別家、武蔵国東京市芝区
所在。妻は明治１８年没、
２５歳

久保家に奉仕。御徒。維
新の際、久保家の東京か
ら静岡への移動に同行し
放還金拝領
始め静岡において岩田家
を相続

健吾末子

実父所在は福井県遠敷郡
鳥羽村麻生野

妻・夫

不詳

―
―
―
―

―

国分仙蔵
―
―

―

―

奈多（矢内恒三
郎女）

―

―

―

―
―

健吾

藤田某

須藤某

―
―

春（法名智寿信
女）

―

滝子（惣左衛門
次女）

偵

―

―

―

治之助

末（新造女）

―

母

法名明鏡院妙浮
日光信女（実明
不明）
―
―
―
―

―

―
広道女（梅）
広道女（梅）

広道女（梅）

―

―

奈多（矢内恒三
郎女）
奈多

奈多

奈多
奈多

奈多

奈多

奈多

奈多
奈多

奈多

春

広道女（梅）

滝

滝

滝

滝

偵

―

末

父

斉藤助太夫、養
父広勤

広道
広道
広道
広道

広道

広道
国分仙蔵
国分仙蔵
国分仙蔵、養父
惣左衛門
広道

国分仙蔵実弟、
養父広道

惣左衛門、養父
下河修平
惣左衛門

惣左衛門

惣左衛門
惣左衛門

惣左衛門

惣左衛門

惣左衛門

惣左衛門
惣左衛門

惣左衛門

松之助

国分仙蔵、養父
惣左衛門

健吾

健吾

健吾

健吾

新造
三宅治郎兵衛
（二男）、養父
新造
治之助ヵ

没地・
墓地

―

―
―
―
―

―

―
―
―

―

―

―

―

―

―

―
―

―

―

―

―
―

―

―

静岡で
没ヵ

―

―

―

―

―

―

―

享年

―

―
―
―
―

２７

―
―
―

―

―

６１

―

―

―
―

―

―

―

―
―

―

―

３７

９

―

―

―

―

―

―

没年

１８５６

１７９７
１８０４
１８０６
１８１２

１８３９

―
―
―

―

１８１７

１８５８

―

―

―

―
１８５２

―

―

―

１８４６
―

―

―

１８７１

１８７２

―

１８６８

―

―

―

―

安政３

寛政９
享和４
文化３
文化９

天保１０

―
―
―

―

文化１４

安政５

―

―

明治３４

―
嘉永５

―

―

―

弘化３
―

―

―

明治４

明治５

―

慶応４

―

―

―

―

生地

―

―
―
―
―

―

―
―
―

―

―

―

―

―

武蔵国
ヵ

―
―

武蔵国

―

―

―
―

―

―

武蔵

―

武蔵国

―

遠江国

―
福井県
遠敷郡
鳥羽村
―

生年

―

―
―
―
―

１８１３

―
―
―

―

―

１７９８

―

―

１８４４

―
―

１８３５

―

―

―
―

―

―

１８３５

１８６４

１８６１

―

１８７１

１８８７

１８８０

１９０９

―

―
―
―
―

―

―
―
―

―

―

―

―

―

弘化元
ヵ

―
―

天保６

―

―

―
―

―

―

（天保
６ヵ）

（元治
元）

文久元

―

明治４

明治２０

明治１３

明治４２

幼名・号・
官途・戒名等

伝左衛門

知忍童女
平三郎、春暁童子
誓迎童女
兼太郎、学習童子
耕太郎、正義院常英日
基信士
―
猪之助
―

―

智幽童子

瑞光院往誉詳雲居士

安太郎

―

政之助、常命院法海信
士

―
等心院栄音成貞大姉

―

―

―

久次郎、教脱童子
―

松之助

―

正徳院建誉達源居士

鎌太郎、文徳院開誉正
源居士

―

升次郎、新寂智専童子

新造

―

治之助

―

諱等

広道

女（某）
男
女（某）
男

男（広徳）

女（梅）
男
女（佐木）

健吾

男（某）

惣左衛門

男（正行）

男（某）

男

男（某）
女（高）

女（滝）

女（貞）

女（筆）

男
女（末）

男

女（松）

健吾

男（正則）

女（偵）

男

男

女（末）

男

女（朝）

№

１３５

１３６
１３７
１３８
１３９

１４０

１４１
１４２
１４３

１４４

１４５

１４６

１４７

１４８

１４９

１５０
１５１

１５２

１５３

１５４

１５５
１５６

１５７

１５８

１５９

１６０

１６１

１６２

１６３

１６４

１６５

１６６
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備考

※新出文書

〈系〉は天正１６年、〈伝〉は天正１８
年とする。
〈伝〉識語「右、氏直様御朱印也」。
※新出文書
〈系〉印影輪郭のみ。識語①「虎御
朱印」、識語②「此御朱印、明和七
〈庚／寅〉四月十六日之夜、武州鉢
形雨宮賀春ニ止宿之処、賀春申スハ、
此鉢形町ニ北条家之御書付物所持之
者一人も無之由 ／十六日夜半迄拝ニ
村内ゟ参候我等 御朱印六通迄所持、
此方名も無之御書故、賀春任望候」。
〈伝〉識語「右、氏直公御朱印也」。
※新出文書
〈系〉印影輪郭のみ。〈伝〉識語①
「但、公御朱印は、年号上ニおし有
之」、識語②「右、氏直公御朱印也」。
※新出文書
〈伝〉識語「右、氏直公御朱印也」。
『戦』３７４８、『埼』１５８８（小田原編
年録附録四、但し「判物」）。
※新出文書
〈系〉印影なし。〈伝〉識語「右、氏直
公御朱印也」。※新出文書
〈伝〉識語①「鑁持（阿ヵ）寺辺と
御書被成候ハ、興治院様御手跡故と
のよし爰に張置候」、識語②「足利
表と御書被下たるは、野州佐野鑁持
寺辺にて（岩田）河内守様御高名也」、
識語③「鑁阿と申寺有之〈是ハ足利
／義 寺号／寺也〉」、識語④「氏直
様足利鑁阿寺表御感状」、識語⑤「小
田原篭 城御證文」。
※新出文書
※新出文書
※新出文書

※新出文書

※新出文書
『戦』２４１４、『埼』１１６４（岩田修太
郎氏所蔵文書）。

後欠（冒頭のみ書写）。
『鎌』２７３８２（長楽寺文書）。

※新出文書
〈伝〉識語「猪鼻村百性（姓）写之
由にて持参」。
※新出文書
※新出文書

※新出文書

〈伝〉奥書「右、岩田先祖ヨリ文書
者、本家有リ、覚ニ写置候、尤此外
数通之古書等有之候へとも、こと〵 〳

く写兼、荒増見聞候分留置／明
和元年申」。
※新出文書

〈伝〉
掲載順

９

２

３

８

７

６

５

１

４
―

―

１０

１１

―

１２

１３

１４

１５

１６

〈系〉
掲載順

１

２

３

４

５

６

７

８

９
１０

１１

１２

１３

１４

―

―

―

―

―

宛所

岩田孫二郎、富永新
三郎、太田越前守

―

―

岩田右京（家清）

―

岩田河内守（幸清）

中山助七郎

岩田河内守（幸清）

岩田河内守（幸清）
岩田弥三

岩田玄蕃頭（家清）

岩田千勝（邦清）

岩田玄蕃頭（家清）

加治三郎左衛門尉法
師〈法名／教意〉女
子尼仙心
岩田河内

中山左近将監

岩田太郎

岩田太郎

中山右京亮

差出

（北条）氏政（花押影）

（印影）「禄寿応穏」

（印影）「禄寿応穏」

（印影）「禄寿応穏」

（印影）「禄寿応穏」

―

（印影）「禄寿応穏」

（花押影）（北条氏直）

（花押影）（北条氏直）
〈助五郎〉（北条）氏規

（北条）氏邦（花押影）

（北条）氏邦（花押影）

（花押影）（北条氏邦）

―

（上杉）顕定（花押影）

朝村（花押影）

（足利）成氏判

（足利）成氏判

（花押影）

文書名

北条氏政書状写

北条家朱印状写

北条家朱印状写

北条家朱印状写

北条家朱印状写

某書状写

北条家朱印状写

北条氏直感状写

北条氏直感状写
北条氏規書状写

北条氏邦書状写

北条氏邦判物写
北条氏邦宛行状
写

関東下知状写

上杉顕定書状写

朝村書状写

足利成氏書状写

足利成氏書状写

某感状写

西暦

１５６８

１５９０

１５８３

１５９０

１５９０

１５７０

１５７２

１５８２

１３２０

１４５５

年月日

（永禄１１）．
極．３

天正１８．３．

．２．２６

天正１１．９．９

天正１８．６．２０

．１２．２８

．５．１４

（天正１８）．
正．２８

．４．１６
．８．１０
（元亀元）．
正．２１
元亀３．１２．１１

天正１０．９．１９

（元応２．２．２３）

．３．２７

．１２．２９

．４．９
（享徳４）．
４．６

．３．２４

№

１

２

３

４

５

６

７

８

９
１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

（註１）「〈系〉」は「岩田家系録」のことを示す。
（註２）「〈伝〉」は「岩田氏伝来文書」のことを示す。
（註３）『戦国遺文 後北条氏編』は「『戦』」、『新編埼玉県史 資料編６中世２』は「『埼』」、『鎌倉遺文』は「『鎌』」と略す。

【表３】「岩田家系録」「岩田氏伝来文書」所収中世文書一覧

丹
党
岩
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氏
に
関
す
る
新
出
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料
（
新
井
・
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ヶ
山
）
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